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歴史ある白鳥園の施設･空間活用

マンモス風呂や演劇場などがあり、北信地域の

みならず、県下有数の保養施設、一大宿泊施設と

して名を馳せた白鳥園。大人から子どもまで幅広

く愛された施設で、かつては昭和天皇･皇后両陛

下が宿泊されたこともありました。しかし、時代

の変化とともに、施設の老朽化や利用者の減少が

進み、平成15年３月に宿泊部門が営業休止となっ

て以降は、県からこの施設を譲り受けて、市が日

帰り温泉施設として経営を続けてきました。

その後、地元住民や市議会議員等の関係者から

の強い要望もあって、市主体で改築することが決

まり、老朽化が進む白鳥園の再整備の計画検討を

先行して進めることとなりました。そして平成27

年10月、時代に見合った設備･規模を整え、新た

な白鳥園としてリニューアルオープンしました。

しかし、財政的な理由で、再整備は敷地全体の

約３分の１に留まり、当初計画に示されていた公

園などの施設整備は事業化されないままの状態が

続いていました。

基本構想策定にあたって

「千曲市総合運動公園」は合併時に未来の千曲

市を描いた『新市建設計画』のなかで記載され、

以前から市内のいずれかの場所に整備したいと

願っていた、本市の夢の一つです。

千曲市総合運動公園基本構想（以下「本構想」

という。）の策定に至るまでには、平成17年にお

ける「千曲市に野球場を含む総合運動公園の建設

を求める市民の会」の設立や市議会への請願に始

まり、平成19年には「千曲市」となって初めて策

定した『第一次千曲市総合計画』に検討の必要性

が位置づけられて以降、整備位置など実現性に関

するさまざまな検討が継続的に行われてきました。

平成24年から令和元年の間の検討では整備位置

を戸倉体育館周辺として、平成26年からは宿泊施

設との近接性を活かし、戸倉体育館エリア、白鳥

園エリア及びそれら２つのエリアを結ぶ河川敷エ

リアも一体的に考えることとして、白鳥園や河川

敷の敷地を含めた広域的な公園構想の方向性が示

されました。

また、平成26年からはスポーツ施設整備を目的

とした基金の積み立ても行っています。

千曲市誕生から
20年を迎えるにあたり

スポーツ施設再整備の必要性

県民グランド、戸倉体育館、千曲市サッカー場

などさまざまなスポーツ施設の集積地であり、地

元住民のみならず、県内外からスポーツに親しむ

人々が集うメッカとして愛されてきた体育施設。

昭和53年のやまびこ国体でハンドボールのメイ

ン会場となった体育館は、築40年以上を経過し、

耐震性や設備の老朽化などの課題が顕在化してお

り、その他多くの施設も更新時期を迎えようとし

ています。

温泉街にほど近いエリアの特性を活かして数々

の大会や行事で利用されてきたスポーツ施設のリ

ニューアルを求める声は年々増してきており、未

来を見据えた施設の再整備が望まれています。
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本構想の策定にあたっては、これからの“ス

ポーツ”のあり方やその価値を改めて考えてみる

ことも重視しました。

スポーツには、勝ち負けを競い、目標に挑戦す

るスポーツのほかに、余暇の充足や趣味として楽

しさを満喫するスポーツや、健康や体力づくりの

ためのスポーツなどさまざまな目的があり、ス

ポーツは「する」だけに留まらず「みる」「ささ

える」などさまざまな関わり方があります。

スポーツ基本法の前文には、スポーツは「世界

共通の人類の文化である」と示され、「する」

「みる」「ささえる」というさまざまな形での

「自発的な」参画を通じ、人々が「楽しさ」や

「喜び」を感じられることを本質として、他の分

野への貢献や優れた効果の波及、さまざまな社会

課題の解決など社会の活性化にも寄与するものと

捉えられています。こうしたことを踏まえ、令和

４年度から運用が開始された第３期『スポーツ基

本計画』には、スポーツの価値を高める新たな視

点として以下の３つが示されています。

①スポーツを「つくる／はぐくむ」

②スポーツで「あつまり、ともに、つながる」

③スポーツに「誰もがアクセスできる」

総合運動公園は、誰もが多彩に楽しめるスポー

ツ拠点として、上記の３つの視点に基づく価値を

提供できる空間づくりが求められます。

また、コロナ禍で身近な公園の価値が見直され、

健康づくりに対するニーズの高まりや部活動の地

域移行も受けて、地域におけるスポーツ施設の役

割は今後も増していくものと考えられます。

本構想は、こうした社会の潮流を踏まえ、公園

やスポーツに対する多様なニーズや、地域の動

向･意向を柔軟にとり入れて、全市的な観点から

この地にふさわしい内容を目指して策定しました。

山並みと温泉街を背景にした
千曲市の象徴“千曲川”

「千曲市」の由来にもなっている千曲川。

本市の中央を流れるこの川は、降雨による災害

の経験があるなかでも、市民･県民の心のよりど

ころとして癒しや安らぎ、楽しみを生み出す景観

や環境を形成しています。

本市にすでにある河川敷内の複数の公園施設を

活かしながら、河川を管理する国土交通省千曲川

河川事務所とも協力して、誰もが親しめる空間に

整備していくことが望まれます。

また、戸倉体育館エリアと白鳥園エリアを有機

的に結ぶ自然空間として、さまざまな利用の可能

性を引き出しながら、新たなにぎわいの場として

の整備も期待されるところです。

これからの“スポーツ”のあり方と
その価値を高める新たな視点

はじめに

未来に向けて千曲市の新たな
ランドマーク巻末１としての再整備

合併から時を経て、総合計画や各種行政計画が

次々と改定･更新されるなかにあって、本構想の

策定に対する思いは常に残り続け、本市の夢とし

てその姿を描く時をずっと待っていました。

平成30年に都市計画道路千曲線の一部区間が

開通し、令和元年には新庁舎が完成するなど本市

の大型事業もひと区切り又は新たな展開を迎えて、

令和元年東日本台風による甚大な被害からの復旧

にも目途がついたことで、ようやく本構想の策定

に着手する段階に至りました。

本市が長年待ち望んだ総合運動公園のあるべき

姿を描く本構想は、アンケート等による市民らの

意向の反映や協議会による検討の積み重ね、その

他数多くのステップを踏んで策定したものです。

本市の新たな時代を切り拓き、この先の未来に

真に求められる施設として、そしてその施設整備

によって生み出される波及効果なども含めて、一

から検討してとりまとめた本構想が、本市に新た

なランドマークをつくり出す第一歩です。
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総合運動公園の整備は、『第三次千曲市総合計画』の目標である「人をてらす 人をはぐくむ 人が

つながる 月の都 ～ 文化伝承創造都市・千曲～」を実現するための事業の一つです。

本構想は、この事業化に向けた第一歩として、本市で実施するさまざまな計画･事業と整合･連携を

図りながら、総合運動公園が担うべき役割を示し、新たなランドマークとなるような再整備プランを

描きます。

—————千曲市の目標実現に向けて

千曲市総合運動公園の位置づけ

8
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第三次 千曲市総合計画

第二次
千曲市スポーツ
推進基本計画

千曲市都市計画
マスタープラン

第三次
千曲市観光振興計画

各種計画

千曲市総合運動公園

（１）千曲市総合運動公園の計画上の位置づけ

千曲市総合運動公園基本構想策定方針
（令和３年６月策定）

千曲市総合運動公園基本構想
（令和５年 月策定）

千曲市総合運動公園基本構想は、第三次千曲市総合計画をはじめ、第二次千曲市スポーツ振興

基本計画や千曲市都市計画マスタープラン、第三次千曲市観光振興計画その他各種計画との整合

を図り、上位計画に示された目標実現に資するものとして策定します。
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白鳥園エリア

戸倉体育館
エリア

河川敷エリア

（２）千曲市のなかでの総合運動公園の位置

（３）千曲市の主要観光地との位置関係

千曲市総合運動公園の整備位置は、戸倉地区の南部、

千曲川を挟んで上山田地区の北東部に隣接する場所に

あって、本市の南の玄関口に位置づけられます。

本市には、森･倉科のあんずの里や蔵の街･稲荷山、姨捨の田毎の月など、複数の著名な観光地

があるなかで、千曲市総合運動公園は、これらと並ぶ主要な観光地の一つ戸倉上山田温泉にほど

近い場所に位置しています。

千曲市総合運動公園整備対象地



総合公園が生み出す多彩な効果総合運動公園が生み出す好循環

本構想で描く総合運動公園は、本市の南の玄関口にあたる戸倉上山田地区にあって、戸倉創造館や

しなの鉄道戸倉駅などの公共公益施設が集積し、県内屈指のいで湯でレトロで風情のある街並みが旅

人を癒す戸倉上山田温泉や、千曲川のさわやかな風景が広がる魅力あふれる場所にあります。

この地を舞台に、戸倉体育館をはじめとする既存のスポーツ施設の見直しを図りながら、白鳥園南

側の低未利用地や千曲川の河川敷の有効活用も含め、総合運動公園としての一体的かつ効果的な土地

利用のあり方を見出し、地域活性化や本市の新たな核形成につながる公園整備が求められます。

本構想の策定にあたっては、対象地の現況や市民のニーズ等を的確に捉えたうえで、公園全体のコ

ンセプトを定めて、地域とのつながりやエリアごとのコンセプト、整備方針等を示すとともに、構想

実現に向けての取組やプロセスを示すことにより、今後の整備の指針となるものを目指します。

本構想において“スポーツ”は大きなキーワードの一つです。しかしながら、本構想の目的は老朽化

したスポーツ施設の再整備だけに留まりません。この公園全体の整備を通じて、市民の健康増進や交

流人口の増加につなげていくことも大きな目的です。

この総合運動公園の整備は、温泉や景観などの地域資源を最大限に活かして、地域のなかで人々が

「日常的にスポーツに親しむ風景」があたりまえのように広がり、スポーツ合宿や大会などを通じた

地域内外の人々の「スポーツによる交流」が常に生まれる好循環をつくり出し、個々の憩いの場や時

間の創出、地域の魅力の再発見を促すとともに、地域への愛着や誇りの醸成、コミュニティの活性化、

さらには、地域とスポーツ施設の連携によるスポーツツーリズム巻末2の展開によって、まちのにぎわ

いや経済効果の創出など地域の発展につながる地域づくりの取組でもあります。

—————総合運動公園づくりは地域づくり

写真 信州千曲観光局基本構想とは
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「協働の公園づくり事業」に

より、一部は芝生広場として

令和５年に整備着手予定

「都市計画道路千曲線」

として整備計画中の区間

本構想で描く総合運動公園の対象範囲は、スポーツ施設がすでに集積している「戸倉体育館エリ

ア」と白鳥園がある「白鳥園エリア」、さらに両エリアに隣接する「河川敷エリア」の３つのエリア

から構成されます。また、これら３つのエリアをつなぐ動線や温泉街との連携など周辺一帯のまちづ

くりのあり方についても検討対象とします。

各エリアそれぞれの現況を的確に捉え、場所や地域の特徴を最大限に活かして、市民の意向や将来

的なニーズの反映も図りながら、よりよい地域づくりにつながる公園構想を目指します。

現状利用地

低未利用地（市所有地）

将来的に敷地拡張を検討する余地がある民有地

■整備対象エリア

はじめに

河川敷エリア白鳥園エリア 戸倉体育館エリア
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総合運動公園の整備を通じて、持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標SDGs

（持続可能な開発目標）の達成に向けた取組の推進も図ります。

ＳＤＧｓの達成に向けた取組の推進

各エリアにランニングコースや気軽に

運動できる環境を整えることにより、心

身ともに健康な状態を保つウェルビーイ

ング巻末3の取組を促し、健康をつくる仕

組みづくりに寄与することができます。

またバリアフリーの施設整備とするこ

とにより、パラスポーツ巻末4の誘致(令

和10年全国障害者スポーツ大会におけ

るボッチャの候補会場となっている)に

つなげ、誰でも気軽に使うことのできる

運動施設の整備にも寄与することができ

ます。

公園の近場には豊富な温泉旅館がある

ことから、学校単位での受け入れを含め、

スポーツを通じた教育合宿の適地にもな

ります。

また、優秀なスポーツトレーナーを確

保し、最新設備導入の実証実験の場とな

れば、スポーツを通じた、子どもたちの

体づくりや人づくりなどスポーツ教育の

発展に寄与することができます。

太陽光など自然エネルギーによる発電

や蓄電、雨水排水の再利用を上手にとり

込んだ施設整備により、環境にやさしい

地域づくりに寄与することができます。

12

公園整備に併せた基盤整備等により、

交通インフラが充実して、住みやすい環

境づくりや、起業活動のしやすいまちづ

くりの進展に寄与することができます。

官民が連携した施設整備を模索するこ

とで、より効果的な施設をつくり無駄な

空間や維持管理しにくい施設になること

を未然に防止するとともに、各施設のラ

イフサイクルを通じて、人々の健康や環

境への悪影響を最小限にする取組の推進

に寄与することができます。

公園整備や関連する事業への取組を通

じて、市民や企業の皆さんとともに上記

16の目標達成に寄与することができる

取組を考え、パートナーシップで実践し

ていくことにより、SDGsの達成を目指

していきます。

はじめに

ユニバーサルデザインの公園や体育館

等を整備することにより、年齢や性別、

国籍、障がいの有無等に関わらず、すべ

ての人がイベントやスポーツなどの活動

に参加できる場の創出に寄与することが

できます。

市街地内で施設等の集積を図れる貴重

な地域で、住宅地にも隣接していること

から、憩いの空間や気軽に来られる運動

施設の整備、交通弱者対策等の推進を通

じて、誰もが暮らしやすいまちづくりに

寄与することができます。

太陽光発電など自然エネルギーの活用

や十分な緑地の確保、グリーンインフラ

の導入、河川敷の適正利用など、CO2排

出量の削減や抑制につながる整備の実現

を図ることによって、地域としてのゼロ

カーボン巻末5の達成に寄与することがで

きます。



（１）第三次千曲市総合計画（令和４年～令和８年）

基本計画に示された達成方針のうち、【スポーツ振興】「スポーツを通

じ、心身の健康と活力あるまちを目指す」、【公園・緑地】「人が集う、

自然と調和したまちをつくる」は、とくに本構想との関連性が強く、これ

らの内容を踏まえた構想策定を進める必要があります。

また同計画には、本構想に関連して、「老朽化が進んでいる戸倉体育館

は、野球場建設などを含む総合運動公園構想の策定を進め、その実現に向

けた調査・研究に取組みます。」とも位置づけられています。

（３）第二次千曲市スポーツ推進基本計画（平成31年～令和10年）

本構想と関連性の高い内容として、第５章の「スポーツ施設・環境の整

備と充実」のなかで、以下のような方針が示されています。

■ 施設の改修、設備の充実

・老朽化した施設の改修、修繕や設備の充実を計画的に進めるなど、利用

者の利便を図り、子どもや女性、高齢者、障がい者を含むすべての地域

住民が安全で快適にスポーツに親しめる環境づくりを進めます。

■ 指定管理者制度の導入

・指定管理者制度を導入することによって、施設管理やサービスの向上が

図られる施設については、移行を進めます。

■ 新たな施設の建設

・野球場を含む総合運動公園基本構想の策定を進め、その実現に向けた調

査・研究に取組みます。

■体育施設の合理的な設置

・現在、設置されている体育施設について、利用の少ない施設や、設置効

果の低い施設については見直しを行い、合理的でかつ経済的な施設設置

を目指します。

本構想の策定にあたり、上位関連計画において、関係性のある事項や踏まえるべき主な内容を以下

に示します。

上位関連計画

13

はじめに

本構想の検討範囲を含む南部市街地地域の地域づくりの方針のなかでは、

本構想と関連性の高い内容として、以下のような方針が示されています。

■ 土地利用

・千曲市右岸はスポーツエリアとして施設間の連携による整備を進めます。

■ 公園・緑地

・本地域には、地域住民の憩いの場、スポーツレクリエーション活動の場

である公園・緑地があり、それらの利用性の向上と適切な維持管理に向

け、Park-PFIの研究・検討を進めます。

■ 自然環境

・豊かな自然環境の保全を図るとともに、千曲川や冠着山などの里山の散

策、地域資源との連携なども含め、自然環境の活用を図ります。

（２）千曲市都市計画マスタープラン（平成31年～令和８年）
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はじめに

（４）千曲市緑の基本計画（平成24年～令和14年）

（５）第三次千曲市観光振興計画（令和４年～令和８年）

本構想の検討範囲に関連するところでは「まちのエリア」「水辺のエリ

ア」として緑の配置・形成方針が示されています。

■まちのエリア

目標：都市活動を彩る美しい緑を守り育む

緑の配置・形成方針：

１．豊かな緑とふれあえる市街地環境の形成

２．安全と安心を感じる市街地の緑

３．まちなかのまとまった自然や巨木・古木の保全と形成

とくに、戸倉上山田温泉と新戸倉温泉を含む範囲は「温泉街のおも

てなしの緑の形成エリア」と示されてします。

■ 水辺のエリア

目標：豊かなふるさとの水辺を守り育む

緑の配置・形成方針：

１．親水空間の形成

２．水辺空間の形成

３．生物多様性の保全

とくに、河川敷エリアは「水辺の景観形成を特に図るエリア」と示

されています。

本構想と関連性の高い内容として、第５章の「観光の振興に関する基本

的方策」のなかで、以下のような方針が示されています。

１．観光振興施策の推進

（１）千曲ブランドの確立・維持・強化

①エリア毎のブランド強化

市内５つのエリア（Ⅰあんず・科野の里、Ⅱ旧街道・稲荷山、Ⅲ姨

捨・さらしなの里、Ⅳ戸倉上山田温泉、Ⅴ千曲川）それぞれの魅力を

引き出すための施策展開を行います。

（４）オール千曲で挑む観光振興～官民連携で推進する観光振興～

これからの観光は、行政主導だけではなく市民が一体となった「オー

ル千曲」で観光客をもてなすことが重要と考えます。自らが住む地域の

魅力を再確認し、市民と行政が一体となった「オール千曲」で観光振興

の推進を目指します。



本構想の策定にあたっての体制と策定に至るまでの経過は、以下に示すとおりです。

構想の策定体制と経過

（１）策定体制

（２）基本構想策定協議会委員名簿

選出
区分 分 野

氏 名
（敬称略）

所属団体等 備 考

関
係
団
体
等
の
代
表

学識経験者 佐々木 邦 博 信州大学 名誉教授 農学部 特任教授

観 光 小 沼 浩 栄 一般社団法人 信州千曲観光局 専務理事

温 泉 林 幸 彦 戸倉上山田温泉旅館組合連合会 副会長

公園づくり 北 村 勝 則 白鳥園協働の公園づくり実行委員会 副委員長

健 康 福 祉
渡 辺 みい子 千曲市健康推進員会 会長

（～R4.3.31）

瀬 在 きみ江 (R4.4.1～)

子 育 て

北 村 早希子 更埴こども劇場、のびる王国、だっころん

小 出 由希子 子育てサークル こぎつね代表 （～R4.3.31）

諸 井 英 里 子育てサークル こぶたクラブ (R4.4.1～)

スポーツ団体
塚 田 訓 好 千曲市スポーツ協会 会長

小 林 京 子 長野県スポーツ推進審議会

商 工 団 体
高 村 秋 光 戸倉上山田商工会 会長

新 井 誠 一 千曲商工会議所 常議員

地 元 代 表 早 志 圭 司 新戸倉温泉区 区長

公 募

児 玉 和 子 公募委員

山 﨑 恵 美 公募委員

清 水 佐知子 公募委員

本構想の策定にあたっては、学識経験者や各分野の代表、行政関係者で組織する「協議会」を

設置するとともに、多様な視点からの意見集約を図るため、協議会のもとに３つの「部会」を設

置しました。各段階でワークショップ形式での検討を部会ごとに実施して議論を深め、その結果

を踏まえて協議会で検討することにより、綿密かつ円滑な会議運営を図ってきました。

さらに、行政的な目線で検討を行う組織として、関係する庁内外の行政機関からなる「幹事

会」を設置し、協議会の開催前に、部会での意見のとりまとめや資料への反映の仕方、各計画･

事業との整合の確認など、事務的側面をカバーできる体制もつくって検討を進めてきました。

図 基本構想策定の協議会体系
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※次ページに続く

幹事会

・まち歩き（現況調査）

・ワークショップ（意見交換）

・関係団体へアンケート実施

・協議会への報告

・一般向けアンケートの実施

・基本構想の取りまとめ

部会

スポーツ施設部会

公園づくり部会

まちづくり部会

主
な
役
割

調整

主
な
役
割協議会

はじめに



選出
区分 課名 役職

氏 名
（敬称略）

備 考

千
曲
市

総合政策課
課長 宮 尾 憲 夫 (～R4.3.31)

課長 湯 原 久 昌 (R4.4.1～)

都市計画課
課長 小 岩 成 夫 (～R4.3.31)

課長 吉 池 光 裕 (R4.4.1～)

スポーツ振興課
課長 滝 沢 資 之 (～R4.3.31)

課長 町 田 博 (R4.4.1～)

産業振興課 課長 柳 嶋 幸 孝

生活安全課
課長 宮 澤 正 人 (～R4.3.31)

課長 中 村 利 信 (R4.4.1～)

観 光 課
課長 西 澤 亮 介 (～R4.3.31)

課長 牧 健 一 (R4.4.1～)

健康推進課 課長 笠 井 千 奈

建 設 課 課長 洞 田 英 樹

財 政 課 課長 養 田 晃 一

長
野
県

千曲建設事務所
副参事兼技術専門員 岩 松 磯 至 (～R4.3.31)

主任技術専門員 関 和 彦 (R4.4.1～)

信州地域デザインセンター
企画幹（信州地域デザインセンター担当）

チーフコーディネーター
河 原 輝 久

国
国土交通省 北陸地方整備局

千曲川河川事務所
工事品質管理官 長 澤 輝

まちづくりアドバイザー 松 林 和 彦

（３）基本構想策定幹事会委員名簿

（４）策定までの経過

年度 開催日等 会議名等 主な内容

令
和
３

6月 「千曲市総合運動公園基本構想策定方針」の策定 次ページに内容を記載

7月13日
協議会委員22名の委嘱

第一回千曲市総合運動公園基本構想策定協議会 協議会会長の選出、基本構想策定の概要確認

9月17日 第一回スポーツ施設部会 現地見学、ワークショップ

9月24日 スポーツ施設利用者アンケート調査 市内のスポーツ関係者285名が回答

10月15日 合同部会 現地見学、ワークショップ

11月26日 第二回千曲市総合運動公園基本構想策定協議会 基本構想検討の方向性についての整理

12月1日 総合運動公園基本構想ニュースNo.１ 全戸配布

12月2日
3日

市内中高生アンケート調査
市内中高生の2年生を対象にアンケート調査
（対象：中学生577名、高校生340名、回答：計887名）

選出
区分 分 野

氏 名
（敬称略）

所属団体等 備 考

関
係
行
政
機
関
の
職
員

行 政

高 野 佳 敏 長野県千曲建設事務所 企画幹兼整備課長 (～R4.3.31)

長 澤 徹 長野県千曲建設事務所 企画幹兼整備課長 (R4.4.1～)

浮 田 博 文 国土交通省北陸地方整備局 千曲川河川事務所 副所長 (～R4.3.31)

寺 田 勝 一 国土交通省北陸地方整備局 千曲川河川事務所 副所長 (R4.4.1～)

湯 本 永 一 千曲市 建設部長

島 田 栄 一 千曲市 教育部長

齋 藤 清 行 千曲市 企画政策部長 (～R4.3.31)

栗 原 力 千曲市 企画政策部長 (R4.4.1～)

荒 川 愛 子 千曲市 健康福祉部長 (～R4.3.31)

宮 尾 憲 夫 千曲市 健康福祉部長 (R4.4.1～)

竹 内 康 千曲市 市民環境部長

まちづくりアドバイザー 松 林 和 彦 有限会社 松林都市建築計画

※前ページからの続き

※次ページに続く

はじめに
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年度 開催日等 会議名等 主な内容

12月15日 市民向けアンケート調査 18歳以上の市民749名が回答

1月24日 市内企業向けアンケート調査
市内に本社･本店があり従業員数が多い上位50社の
うち11社が回答

3月23日 第三回千曲市総合運動公園基本構想策定協議会 基本構想全体コンセプトの決定

令
和
４

5月16日 幹事会委員先進地視察 県内東信方面のスポーツ施設の視察

5月26日 信州スポーツスピリット片貝氏の研修会

6月1日 協議会委員先進地視察 県内中信方面のスポーツ施設や公園施設の視察

7月8日 第二回スポーツ施設部会 ワークショップ

7月13日 第一回公園づくり部会・まちづくり部会合同部会 ワークショップ

8月22日 第四回千曲市総合運動公園基本構想策定協議会 エリア別構想の検討

11月1日 総合運動公園基本構想ニュースNo.２ 全戸配布

11月1日 サウンディング型市場調査巻末6

11月18日 第五回千曲市総合運動公園基本構想策定協議会 基本構想素案の検討

基本構想案のパブリックコメント

第六回千曲市総合運動公園基本構想策定協議会 基本構想案の確定

基本構想の公表

■基本理念

〔スポーツ振興〕

する・みる・ささえるスポーツの施設拡充

〔地域の集う場〕

日常的に集いたくなる地域のリビングとしての公園

〔スポーツ振興＆温泉〕

戸倉上山田温泉・スポーツ施設・千曲川などの多様な資源の融合

■まちづくりとしての基本方針

１.都市計画道路千曲線とアクセス道路の整備推進

２.戸倉上山田温泉とスポーツ施設の連携によるスポーツツーリズムの実現

３.千曲川沿いのジョギング・散策コース、千曲川サイクリングロード巻末7のネットワーク

■構想検討に向けての課題

①総合運動公園としてのテーマ目標の明確化

②施設整備費用を確保する手法の検討

③スポーツ需要や戦略を含め運動施設再配置における優先順位

④白鳥園エリアの未利用地の活用

⑤白鳥園エリアと連続性を生む河川敷の活用

⑥都市計画道路千曲線の整備検討

⑦スポーツと健康の展開、戸倉上山田温泉の活性化

（５）千曲市総合運動公園基本構想策定方針（令和３年6月策定）

本構想の策定に先立ち、令和３年度に、総合運動公園構想の方向性を示す『千曲市総合運動公

園基本構想策定方針』をまとめました。このなかで、本構想検討の指針となる基本理念やまちづ

くりの基本方針、構想検討に向けての課題が以下のように示されています。
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※協議会の開催前には毎回幹事会を開催しています。

はじめに

※前ページからの続き



第４章 構想実現に向けて

４.１ 総合運動公園の整備とともに推進する取組

本書の構成は全４章で構成し、以下に示すフローで展開していきます。

本書の構成

第１章 対象地の現況 第２章 市民のニーズ

第３章 基本構想

３.１ 総合運動公園全体のコンセプト

３.２ 総合運動公園を核にした地域が「つながる」構想

３.３ エリア別の整備構想

４.２ 構想実現までのプロセス

コンセプトや
整備方針等へ反映

２.１ スポーツや既存施設に対する評価と意向

２.２ 既存の公園に対する評価と意向

２.３ エリアごとの整備に対する意向と方向性

１.１ 地域の魅力と新たな取組

１.２ エリア別の現況

前提条件の整理

実現に向けての取組検討

18

ゾーニング・施設整備方針

エリア
コンセプト

エリア
整備方針

公園整備によって生み出したい地域の姿

はじめに



第１章 対象地の現況
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がいる 、 がある 、旅情あふれる がある

人々の暮らしと山々と千曲川が織りなす豊かな風景、

戸倉のスポーツ施設や公共施設、

昭和レトロの雰囲気が残る戸倉上山田温泉街。

近いところに地域の魅力がぎゅぎゅっと詰まっている。

本構想では、総合運動公園の整備を地域の活性化につなげていくことを念頭において、戸倉上山田

温泉の魅力と地域の魅力を活かした近年の新たな取組を以下にまとめました。

戸倉上山田温泉は、千曲川左岸の戸倉温泉と上山

田温泉、同右岸の新戸倉温泉の３つの温泉の総称で、

「善光寺参りの精進落とし巻末8の湯」として知られ、

県内屈指の温泉街を形成してきました。

高度成長期からバブル期にかけては、大型の旅館

やホテル、スナックなど数多くの飲食店が建ち並ぶ

街を芸妓衆が彩り、とくに賑わいをみせていました。

現在も、往時の華やかな雰囲気を漂わせつつ、旅

館やホテルのほか、日帰り温泉施設や新旧さまざま

な飲食店の建ち並ぶ温泉街は維持され続けています。

同温泉には50以上の源泉があり、銭湯でも温泉

を掛け流せるほど豊富な湯量があります。泉質はア

ルカリ性の単純硫黄泉などで、ほのかに硫黄が香り、

柔らかい湯触りで肌に優しく、美肌の湯とも呼ばれ

ています。さらに疲労回復や健康増進、病後の回復

などのさまざまな効能があります。

こうした豊富で良質な温泉に恵まれた戸倉上山田

温泉は、交通至便な市街地内にあって、宿泊容量も

十分にあることから、スポーツ合宿や大会などにも

対応可能な温泉地としても知られています。

（１）戸倉上山田温泉の魅力

出典：千曲市観光局

地域の魅力と新たな取組1.1

20

第１章 対象地の現況
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（２）地域の魅力を活かした新たな取組

■千曲川リバーサップ巻末12体験

信州千曲観光局では、旅行メニューの１つとして戸倉

上山田温泉近くの千曲川でリバーサップ体験を開催し

ています。戸倉千曲川緑地公園から出発して冠着橋ま

でサップボードに乗って下ります。サップを楽しんだ

後には、温泉に浸かって冷えた体を温めることができ

るのも、この場所ならではの魅力となっています。

■サイクリング

千曲川の堤防沿いに整備されている、千曲川サイクリ

ングロードは、長野県が計画する「Japan Alps Cycling

Road」のモデルルートに指定されています。

平成28年度に市内で設立された「科野さらしなの里サ

イクリング推進委員会」では、さまざまなレベルのサ

イクリストが楽しむことのできる、千曲川サイクリン

グロードを軸にした観光地を巡るコースやヒルクライ

ムコースなどを設定を行っています。

また、サイクリングマップの作成や配布、戸倉上山

田温泉周辺をガイド付きで案内する「ずくだしエコツ

アー」やレトロな自転車で温泉街をポタリング巻末11す

る「北国街道ポタリング」など、民間が中心となって

さまざまな自転車関連の取組が行われています。

写真３ SUP（サップ）の様子

写真２ サイクリングツアーポスター

■釣ーリズム巻末13

万葉橋から大正橋の間では冬期、ニジマスの釣り場を

開設しており、「釣ーリズム」と称して、釣りによる

地域活性化を図っています。

また、地域では小中学生を対象としたニジマス釣り教

室も開催されています。

写真４ 釣り教室の様子

地域では長年続く千曲川ハーフマラソンやまちを巡るサイクリング、サイクルツーリズム巻末9

の促進に取組んでおり、近年では千曲川でのサップ体験やワーケーション巻末10、日本遺産をテー

マにしたガイドツアーや各種体験ツアー（着地型観光）など、地域の魅力を活かした様々な取組

みが行われています。

第１章 対象地の現況

出典
写真１：千曲川ハーフマラソンHP
写真２,３：信州千曲観光局
写真４：庁内資料

■千曲川ハーフマラソン

市のPRや交流人口の増加に資するスポーツイベント

として平成27年から開催されています。千曲川沿いの

景観を眺め･楽しみながら走ることができるのが魅力で、

過去最大で約2,500名の参加者を記録しています。

写真１ 千曲川ハーフマラソンの様子



施設 規模 利用者数（H30※） 所有者 整備年次

★戸倉体育館 4,037㎡
施設：市
敷地：県

S52
アリーナ

1,503㎡
760席

37,691人
（1,067件）

剣道場 183㎡ 5,982人

柔道場 244㎡ 3,444人

トレーニング室 180㎡ 5,448人

★千曲市サッカー場
11,923㎡

一般用：1面
46,755人
（990件）

市 H19

★県民グランド
〈戸倉野外趣味活動センター野球場〉

12,000㎡
両翼90ｍ

3,975人
（109件）

県 S50

★A・Bグランド
（多目的グラウンド）

16,550㎡
A：両翼82ｍ
B：両翼76ｍ

A,B合わせて
17,021人

市 S57

★テニスコート
〈戸倉野外趣味活動センター庭球場〉

6,000㎡
６面

5,149人 県 S59

★戸倉インドアコート 1,333㎡ 6,580人
施設：市
敷地：県

H12

★マレットゴルフ場
9,700㎡

18ホール
380人

（団体・大会のみ）

施設：市
敷地：県

S58

レストハウス 562㎡ 1,925人
施設：市
敷地：県

H15

第１駐車場 114台
県

第２駐車場 128台

名月荘跡地 9,710㎡ 市土地開発公社

（１）敷地の現況

（２）既存のスポーツ施設の概要

県有地

市有地 市土地開発公社の所有地

戸倉体育館エリアの敷地の現況と主な施設の利用実態を以下にまとめます。

a
b

c

d

e

f

g

h

エリア別の現況1.2

敷地内には大きく７つのスポーツ施設（下表★）があり、さまざまな競技層、年齢層に利用さ

れています。整備年次に示すとおり、全体的に施設の老朽化が進んでいます。

既存のスポーツ施設等の配置を下図に示します。敷地内は市有地と県有地が混在しており、北

側に隣接する名月荘跡地など低未利用地の活用の可能性も視野に入れて検討を行います。

1.2.1  戸倉体育館エリア

22
※令和元年東日本台風による被災や新型コロナウィルス流行以前の年次データを採用

令和10年の国民スポーツ大会長野大会
のハンドボールの候補会場となってい
るため、令和５年から耐震改修工事を
予定している。

※図中の記号a～hは次ページの写真記号と対応

第１章 対象地の現況

図 戸倉体育館エリアの敷地現況

表 戸倉体育館エリアの施設の諸元



※各写真の撮影場所を前ページの現況敷地図の記号と対応

第１章 対象地の現況

23

a体育館（アリーナ） ｂ体育館（観客席）

cサッカー場 dマレットゴルフ場

e県民グランド（野球場） fＡ・Ｂグランド（多目的グラウンド）

gテニスコート ｈインドアコート

写真 戸倉体育館エリアの現況
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戸倉体育館 ことぶきアリーナ 東部体育館 勤労者体育センター 上山田農業者       桑原体育館

人
数
（
人
）

件
数
（
件
）

体育館(６箇所)の利用状況

①戸倉体育館エリア内のスポーツ施設と市内の他の社会体育施設の利用件数･利用者数の比較
（H30※）

（３）既存のスポーツ施設の利用状況

■件数■人数
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マレットゴルフ場(８箇所)の利用状況
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3,000

戸倉テニスコート 戸倉インドアコート 更埴テニスコート 東部テニスコート 上山田多目的運動場

人
数
（
人
）

件
数
（
件
）

テニスコート(５箇所)の利用状況

市内にある同種の施設間で利用状況を比較すると、戸倉体育館エリアの施設には、
相対的に利用頻度の高い施設（体育館、サッカー場） と、利用頻度の低い施設（マ
レットゴルフ場、テニスコート）があることが読みとれる。

市内の他の社会体育施設の利用状況や市民アンケートの結果等も踏まえて、エリア内にある既

存のスポーツ施設の利用状況を以下に図表で整理しました。
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野球場(11箇所)の利用状況
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※令和元年東日本台風による被災や新型コロナウィルス流行以前の年次データを採用

戸倉体育館 ことぶきアリーナ千曲 東部体育館 勤労者体育センター 上山田農業者 桑原体育館
トレーニングセンター

千曲市サッカー場 雨宮緑地グラウンド 大西緑地公園 萬葉の里スポーツエリア
サッカー場グラウンド

戸倉野外趣味活動 戸倉インドアコート 更埴テニスコート 東部テニスコート 上山田多目的運動場
センター庭球場



アリーナ

37,691

剣道場

5,982

柔道場

3,444

       室

5,448

サッカー場（昼）

21,773

サッカー場(    )

24,982

県民       

3,975 11,814 5,207
5,149 6,580

        場

380

      

1,925

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000

平成30年度

A･B       

(昼) (    )

        

      

4%
3%

15%

76%

1%
9%

6%

16%

66%

ほぼ毎日

週に1回以上

月に数回から1回程度

年に数回から1回程度

ここ何年も利用したこ

とがない

無回答・無効
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1,037

3,057

341
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3,500
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月別利用者数（人）
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210

474
384

180
297
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1,424

60
155
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種目ごとの利用者数（人）

1,157
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200

0
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2,000

2,500

3,000

小・中学生 高校生 大学生 未分類

属性ごとの利用者数（人）
2,525

53 127
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1,109
1,342

155
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アリーナ 柔道場 剣道場 県民グランド A Bグランド サッカー場 テニスコート

利
用
者
数
（人
）

施設ごとの利用者数（人）

②戸倉体育館エリアの利用者数と利用施設の内訳（H30※）

計 134,350人

③市民が戸倉体育館エリアを利用する頻度（市民アンケート）

戸倉小学校区の住民の
回答のみ抽出
回答数：83

件数
施設別利用件数の内訳

利用者数
年間利用者数に対する

合宿利用者の割合戸倉体育館
千曲市

サッカー場
県民

グランド
A･B

グランド
テニスコート

123 60 24 18 13 8 4,677人 3.5%

④戸倉体育館エリア内の合宿利用者数のデータ（H30※）

市民アンケート
の結果
回答数：749

市民の76％が
「ここ何年も利用し
ていない」と回答。
戸倉小学校区の住

民でも66％ が「こ
こ何年も利用してい
ない」と回答。

サッカー場、A･Bグランドともにナイ
ター利用が多い実態がある。

合宿利用は７、８月に集中。施設別ではアリーナの利用が最も多く、種目別ではサッ
カー、属性別では高校生がそれぞれ最多となっている。

第１章 対象地の現況
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※令和元年東日本台風による被災や新型コロナウィルス流行以前の年次データを採用

※令和元年東日本台風による被災や新型コロナウィルス流行以前の年次データを採用



■開設年次：平成27年

■開設目的
市民の健康増進と融和を図るとともに、地域の活性化及び介護予防に資すること。

■施設概要
１ 階：地域交流室
２ 階：浴室（内湯、露天風呂、サウナ）、休憩室、食堂等
駐車場：200台（第１駐車場127台、第２駐車場73台）

■入館料と利用者数
現在の白鳥園の入館料と平成30年度の入館者数は以下のとおり。

（２）白鳥園（温泉施設）の概要

白鳥園開園当初の目標は25万人。

施設機能を最大限に活かすためには、

８～９万人の利用者増が求められる。

区分 入館料 平成30年度※

大人
（中学生以上）

600円 77,930人

65歳以上
600円

（市民は350円）
61,212人

子ども
（3歳～小学生）

250円 13,129人

その他
（震災優待者、
福祉風呂など）

無料 7,909人

合計 160,180人

多目的広場
〈協働の公園づくり事業〉

（約14,300㎡）

白鳥園
（約11,800㎡）

駐車場
創造館

未利用地
（約9,800㎡）

a

b

d

e

c

f

市有地

26
※新型コロナウィルス流行以前の年次データを採用

※図中の記号a～fは次ページの写真と対応

白鳥園エリアの敷地の現況と主な施設の利用実態を以下にまとめます。

1.2.2 白鳥園エリア

（１）敷地の現況

白鳥園エリアは、北から、既存の白鳥園（温泉施設）とその駐車場、協働の公園づくり事業と

して別途事業を進めている多目的広場、さらにその南側の未利用地まで連続した敷地で構成され、

これらを一体で白鳥園エリアとしている。

駐車場

第１章 対象地の現況

図 白鳥園エリアの敷地現況



a白鳥園 b芝生広場

c昭和天皇が眺めた日本庭園

f未利用地

d岡本太郎の彫刻

e協働の公園づくり活動の様子

（３）「協働の公園づくり事業」による整備概要

協働の公園づくり事業とは、本構想策定に先立ち、エリア内で実施されている市民活動と

連携して進めれてきた事業で、白鳥園の建物の南側に広がる面積約14,300㎡の敷地（未利用

地を除く。）に、芝生の丘を中心に据えた市民の憩いの広場をつくり、四阿や水あそび場、

植栽帯などを配して園路で結び、多目的広場として整備する計画です。令和４年度に実施設

計を終え、令和６年度内の完成を目指して、令和５年度からの工事着手を予定しています。

第１章 対象地の現況
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※各写真の撮影場所を前ページの現況敷地図の記号と対応

写真 白鳥園エリアの現況
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月に数回から1回程度

年に数回から1回程度

ここ何年も利用したこ

とがない

無回答・無効

1%

4%

39%
54%

（４）白鳥園（温泉施設）の利用状況

②市民が白鳥園を利用する頻度（市民アンケート）

①白鳥園の利用状況（H30※）

まだまだ市民利用を増やせる余地がある。

全体
回答数：749

戸倉小学校区の居住者
回答数： 83

白鳥園エリアは、白鳥園（温泉施設）の機能を最大限に活かすために、その利用状況を十分に

踏まえておく必要があります。市内の他の公共温泉施設の利用状況や市民アンケートの結果等も

踏まえて、以下に白鳥園の利用状況を図表で整理しました。
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無回答・無効
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土日は平日の約1.7倍の利用者数となっている。
大人と子どもの割合が比較的に多いが、大人と65歳以上（市民）は入館料に差があるため、収益のた
めには大人の利用者増を目指す必要がある。

さらに年間の利用者の推移を他の公共温泉施設と比べてみると、季節変動が大きいことから、客層が
常連の利用者に限定されずに、普段温泉を利用しない層の利用促進を図ることが期待できそうである。

※新型コロナウィルス流行以前の年次データを採用
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

白鳥園 83,412 152,708 161,406 160,180 172,131 96,840 92,626

健康プラザ 41,222 40,306 43,128 41,113 40,292 28,898 27,616

竹林の湯 125,711 119,785 40,543 90,933 105,784 66,361 55,777

つるの湯 163,510 154,388 154,751 143,184 134,090 87,162 74,454

合 計 413,855 467,187 399,828 435,410 452,297 279,261 250,473

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

利
用
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（
人
）

市内公共温泉施設（４箇所）の利用者数の推移

つるの湯 竹林の湯 健康プラザ 白鳥園 合 計

入館料他

32%

飲食他

68%

年間収入

194,912,060円

（H30年度）

③市内の公共温泉施設の近年の利用動向（H27-R3）

新型コロナウイルス
の影響で減少

白鳥園10月から開園
白鳥園の利用者の割合が
全体的に大きい

単位（人）

④白鳥園の年間収入の内訳（H30※）

第１章 対象地の現況
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※新型コロナウィルス流行以前の年次データを採用

収入の約７割を飲食が占めているこ
とが分かり、温泉利用と飲食利用は
セットで考えていく必要がある。



b

d

e

f

出典：Google Earth2021.11

0 150
450m

※信濃川水系河川整備計画（原案）
【附図 上流部】をもとに作成

安定帯：
地形が比較的変化しにく
いため、積極的な整備を
考えやすい

水域

381.5～383m

376.5～379m

低水路
強度

撹乱帯
撹乱帯

高水敷 堤防低水敷

安定帯半安定不安定

377.0～379.0m

▽低水路の平均河床高
374.5～376.6ｍ

▽ H.W.L 379.9m～381.5ｍ

（右岸側）

河川敷は川の流れにより敷地形状は常に変化していきます。現況の河川断面を模式図化し、河

川作用によって形成される自然地形の特徴を下図に示します。

（２）現況の河川断面と自然地形の特徴

30

半安定帯：
河川敷ならではの植生が
みられるため、保全を考
慮した整備を考えるべき

不安定帯：
川の水による攪乱の頻度
が高く不安定なため、積
極的な整備を考えにくい

河川敷エリアの敷地の現況と特性を以下にまとめます。

1.2.3 河川敷エリア

（１）敷地の現況

戸倉体育館
エリア

白鳥園
エリア

自然地形を活かしながらも、護岸工な
どを適切に設けることで、環境や地形
を意図的に誘導することも考えられる。

こうした特性を活かし
た空間活用が望まれる。

c

河川敷エリア検討範囲

他のエリア

第１章 対象地の現況

※図中の記号a～fは次ページの写真と対応

河川敷エリアは、おおよそ戸倉体育館エリアから白鳥園エリアまでの間の千曲川右岸の河川敷

一体です。

図 河川敷の断面イメージ

図 河川敷エリアの敷地現況（空中写真）

a



（３）千曲川に対する中高生のイメージ

中高生のアンケート回答をみると、

千曲川に「興味がない・気にしたこと

がない」の比率が比較的高く、千曲川

が「遊べる場所」としての認識は極め

て低い状況にあることが読みとれます。

b白鳥園エリア側の河川敷

d低水敷部分

e高水敷部分

a戸倉体育館エリア側の河川敷

f万葉橋の東詰

c千曲川右岸の堤防道路

第１章 対象地の現況

39%

28%

13%

9%

8%
自然豊かな場所

興味がない・気にしたことがない

危険・怖い場所

その他

遊べる場所（釣りや運動ができる

場所）

無回答・無効
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39%

28%

13%

9%

8%
自然豊かな場所

興味がない・気にしたことがない

危険・怖い場所

その他

遊べる場所（釣りや運動ができる

場所）

無回答・無効

（中高生アンケート 回答数： 887）

※各写真の撮影場所を前ページの現況敷地図の記号と対応

写真 河川敷エリアの現況
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第２章 市民のニーズ
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市民に必要とされるスポーツ施設を整備するためには、市民のスポーツに対する関心度や既存の施

設に対する評価等を把握しておくことが重要です。以下に、令和３年度に実施した市民アンケート※1

と中高生アンケート※2の結果にみられる主な特徴を分析･整理しました。

※1 令和3年12月15日から令和4年1月17日の間で実施

※2 令和3年12月2日から同年12月21日の間で実施

①～⑥：市民アンケート（回答数： 749）

⑦：中高生アンケート（回答数： 887）

半数が公園、約４割がスポーツ施設を利用

4%

12%

11%

12%

11%

49%

ほぼ毎日

週に２、３回

週に１回程度

月に数回程度

月に１回未満

スポーツや運動はほとん

ど･全くしない
無回答・無効

39%

19%

29%

①市民のスポーツ･運動の実施頻度

③市民がスポーツ･運動をする場所 ④市内のスポーツ施設や運動の場への
市民の評価

②市民のスポーツへの関心度

何らかのスポーツに
関心がある

87.5%

スポーツに
関心なし

11.6%

する・観戦どちらも好き

するのが好き

観戦が好き

「不満」の比率が「満足」の比率の約2倍

市民はスポーツをすることに関心があっても実際にできていない。

市民がスポーツをする場の多くは公園やスポーツ施設であるが、市内
のスポーツ環境に対しては不満（改善の余地）がある。

スポーツや既存施設に対する評価と意向2.1

4%

12%

11%

12%

11%

49%

ほぼ毎日

週に２、３回

週に１回程度

月に数回程度

月に１回未満

スポーツや運動はほとん

ど･全くしない
無回答・無効
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※回答者のうち「スポーツをする」を選択した372名の回答結果

　※複数回答（最大3つまで） 回答数 回答率（％） ※回答率順

公園の広場や園路（建物以外） 186 50.0%

スポーツ施設 141 37.9%

 その他の場所 91 24.5%

スポーツジム・フィットネスクラブ 85 22.8%

自宅の敷地内 79 21.2%

無回答・無効 8 2.2%

回答者数 372

普段、スポーツや運動をする主な場所はどこですか。

2%

19%

37%

28%

13%
非常に満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

非常に不満

無回答・無効

2%

19%

37%

28%

13%
非常に満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

非常に不満

無回答・無効

約６割は月１回未満 市民の９割近くがスポーツに関心があり、６割は
スポーツをするのが好き



⑤普段スポーツをする市民が関心のあるスポーツ種目

⑥市民が今後の整備や機能強化の重要･必要と考えるスポーツ種目

⑦中高生の部活動の所属種目と利用している市内の施設

中高生の部活動の所属種目では、ハンドボールが最も
多く、次いでバスケットボール、テニス、バレーボー
ル、サッカー、野球の順で、市内の利用施設も体育館
が７割を占めている。将来的には体育館で行う種目の
利用ニーズが高まる可能性がある。

　※上位８位（回答率20％以上）までを表示 回答数 回答率（％） ※回答率順

 ウォーキング・ジョギング 157 36.7%

 野球 146 34.1%

 サッカー 135 31.5%

 バスケットボール 131 30.6%

 バドミントン 91 21.3%

 バレーボール 87 20.3%

 テニス 87 20.3%

 水泳 86 20.1%

あなたの関心のあるスポーツを教えてください。（複数回答）

　※「スポーツをするのが好きな人」と「スポーツをするのも観戦するのもどちらもが好きな人」の回答を抽出

　※上位10位まで表示 回答数 回答率（％） ※回答率順

 ハンドボール 91 17.5%

 バスケットボール 68 13.1%

 テニス 60 11.5%

 バレーボール 55 10.6%

 サッカー 52 10.0%

 野球 37 7.1%

 バドミントン 33 6.3%

 剣道 33 6.3%

 水泳 28 5.4%

 卓球 24 4.6%

所属している部・班の種目を教えてください。
　※上位８位まで表示 回答数 回答率（％） ※回答率順

 体育館 407 70.1%

 サッカー場 66 11.4%

 テニスコート 62 10.7%

 プール 50 8.6%

 柔剣道場 46 7.9%

 野球場 42 7.2%

トレーニングルーム 14 2.4%

 陸上競技場 12 2.1%

利用している市内の施設を教えてください。
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今後の整備や機能の強化の重要性･必
要性の評価でもウォーキングやジョギ
ングの数値が最も高い。次いでバス
ケットボール、サッカー、野球の順で
あり、使用施設単位でみると、体育館
で行う種目の数が多いこともわかる。

〈重要度の点数化のルール〉
種目ごとに以下選択肢に応じた配点を
行って重要度を算定している。

選択肢：
重要･必要→３点
やや重要･必要→２点
あまり重要･必要ではない→１点
重要･必要ではない→０点

計算式：
重要度＝上記選択肢の各回答率

×各点数の合計

 市内のスポーツの現状の施設や環境について、各スポーツにおける今

 聞かせください。 重要度（点数）

ウォーキング・ジョギング 140.7

バスケットボール 134.3

サッカー 126.0

野球 122.3

水泳 115.1

マレットゴルフ 107.6

陸上競技 99.9

バレーボール 95.3

テニス 91.5

バドミントン 89.6

ハンドボール 84.9

卓球 79.6

剣道 77.6

ゲートボール 77.0

ボルダリング 72.0

柔道 71.2

バスケ３×３ 71.0

スケートボード 67.6

空手 66.5

 後の整備や機能強化の重要性や必要性について、あなたのお考えをお

スポーツをする市民のなか
では、ウォーキングやジョ
ギングに対する関心度が最
も高く、次いで野球、サッ
カー、バスケットボールの
順に関心度が高い。

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★マークは体育館で行う競技

★マークは体育館で行う競技

第２章 市民のニーズ



地域 箇所数（ﾎｰﾙ数）

更埴 4(135)

戸倉 5(99)

上山田 1(36)

計 10(333)

地域 箇所数（面数）

更埴 2(8)

戸倉 2(7)

上山田 1(2)

計 4(17)

地域 箇所数（面数）

更埴 3(5)

戸倉 2(5)

上山田 1(3)

計 6(13)

地域 箇所数

更埴 3

戸倉 1

上山田 1

計 5

地域 箇所数（面数）

更埴 1(1)

戸倉 2(2)

上山田 1(1)

計 4(4)

■体育館

東部体育館

ことぶきアリーナ千曲

桑原体育館

戸倉体育館

上山田農業者
トレーニングセンター

千曲橋緑地グラウンド勤労者体育センター

■野球場

更埴中央公園グラウンド

平和橋緑地グラウンド

千本柳運動場

大西緑地公園

戸倉体育館ABグランド

戸倉野外趣味活動センター
野球場

萬葉の里スポーツエリア
野球場

東部テニスコート

更埴テニスコート

■テニスコート

戸倉野外趣味活動センター
庭球場
戸倉インドアコート

上山田多目的運動場

■サッカー場

雨宮緑地グラウンド

大西緑地公園グラウンド

千曲市サッカー場

萬葉の里スポーツエリア
サッカー場

■マレットゴルフ場

大田原マレットゴルフ場

雨宮緑地マレットゴルフ場

千曲橋緑地マレットゴルフ場

平和橋緑地マレットゴルフ場

大西緑地公園マレットゴルフ場
さらしなの里マレットパーク

大池マレットゴルフ場
戸倉千曲川橋緑地
マレットゴルフ場

戸倉体育館マレット
ゴルフ場

萬葉の里スポーツエリア
マレットゴルフ場

■その他の施設

千曲市弓道場

八幡屋内ゲートボール場

平和橋緑地ゲートボール場

科野の里ゲートボール場

更埴中央公園市民プール
更埴ゲートボール場

大西緑地公園
スケートボード場

上山田多目的運動場
ゲートボール場

上山田ゲートボール場

大田原運動広場

桑原運動場

倉科運動広場

森運動広場

土口運動広場

〈参考〉千曲市内の主要なスポーツ施設

第２章 市民のニーズ

図 千曲市内の主要なスポーツ施設の位置
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10%

12%

64%

12%
2%

週に1回以上

月に数回程度

それ以下

スポーツや運動以外の

目的では公園を利用し

ない

65%

14%

11%

2%
8%

スポーツだけではなく、地域の人々が日常的に訪

れ、多世代が憩い楽しめる公園

プロスポーツやスポーツイベントなど興行が実施で

きる規模･機能をもつ公園

合宿地として遠方からも多くの人々に利用してもら

えるようなスポーツに特化した公園

その他

無回答

河川敷エリアの現状についてまとめます。

④総合運動公園全体のコンセプトに対する意見

その他

無回答･無効

②市内の公園に対する市民の評価

③公園に対する市民の評価の視点･キーワード※

市民の約半数が公園を利用しておらず、評価に関しては「満足」が34％「不満」41％と不満の比率の方が高い。

1%

33%

24%

29%

12%
非常に満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

非常に不満

無回答・無効

スポーツ施設の再整備のみならず、公園としての整備のあり方を示す本構想では、既存の公園に対

する市民の評価や意向も把握しておく必要があります。これについて、前項と同様に、令和３年度に

実施した市民アンケートの結果にみられる主な特徴を分析･整理するとともに、公園に対する評価の

視点や本構想における公園全体のコンセプトに対する意見を整理しました。

「千曲市総合運動公園はどのようなコンセプトが望ましいと思いますか。」に対する回答

既存の公園に対する評価と意向2.2

※市民アンケートの記述回答から抽出

37

①～④：市民アンケート（回答数： 749）

①市民の公園の利用頻度（スポーツや運動以外）

合宿地として遠方からも
多くの人々に利用しても
らえるようなスポーツに
特化した公園

プロスポーツやスポー
ツイベントなど興行が
実施できる規模･機能を
もつ公園

スポーツだけではなく、
地域の人々が日常的に訪
れ、多世代が憩い楽しめ
る公園

・公園の数、近くにあるか
・駐車場があるか
・行きたいと思える魅力があるかどうか
・ペットを連れていけるかどうか
・ウォーキングしたいと思えるか
・緑の程度
・子どもが楽しめるか
・遊具の有無
・大型遊具の有無

・敷地の広さ
・雰囲気的な明るさ暗さ
・老朽化していないか
・管理が行き届いているかどうか
・利用者のマナー
・噴水、水遊びができるかどうか
・散策が楽しめるか

第２章 市民のニーズ

※回答者のうち「公園を利用する」と選択した278名の回答結果



１

３ ２

４

５
６

2ha未満の公園

2ha以上4ha未満の公園

4ha以上の公園

７

８

９

10
11

12
13

14

15
16 17

18

19

2021

22
23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

36

37

38

39

40

41

42

43
44

45
46

47

48

49

34

38

※面積が1,000㎡以上の公園

第２章 市民のニーズ

図 千曲市内の主要な公園の位置

〈参考〉千曲市内の主要な公園※の位置

表 千曲市内の主要な公園一覧表

面積（㎡） 面積（㎡）

26 北堀公園 1,800

1 雨宮公園 3,200 27 志川公園 2,000

2 沢山川親水公園 14,000 28 水辺の楽校親水公園 34,119

3 雨宮緑地 27,400

4 生萱公園 2,788 29 小船山公園 3,272

5 倉科ふれあい公園 1,790 30 内川公園 3,100

6 倉科の里薬師山公園 2,704 31 五加の庄花緑コミュニティパーク 4,999

7 中村池公園 2,050 32 戸倉宿キティパーク 73,281

8 岡地公園 1,125 33 戸倉東公園 1,950

9 あんずの里窪山展望公園 8,049 34 花緑ふれあい公園 2,414

10 大峯公園 1,000 35 上徳間公園 1,583

11 薬師山展望台公園 2,233 36 大西緑地公園 114,511

12 科野の里歴史公園 10,600 37 戸倉千曲川緑地公園 27,833

13 科野の里ふれあい公園 13,846 38 さらしなの里古代体験パーク 9,486

14 屋代公園 1,800

15 杭瀬下公園 1,600 39 上山田西公園 3,200

16 五十里公園 3,550 40 千曲川万葉公園 1,900

17 小島まちかど公園 1,042 41 水と緑と潤いのある公園 1,664

18 平和橋緑地 21,000 42 上山田中央公園 4,000

19 更埴中央公園 56,000 43 上山田南部公園 3,000

20 伊勢宮公園 2,500 44 たじま公園 1,000

21 治田公園 1,320 45 住吉公園 5,000

22 稲荷山公園 21,000 46 三本木公園 3,544

23 中町ねむのき公園 1,600 47 智識の杜公園 3,227

24 千曲橋緑地 81,000 48 上山田中央緑地(萬葉の里スポーツエリア) 128,000

25 大雲寺公園 2,960 49 女沢公園 2,000

更埴地区

戸倉地区

上山田地区

名称 名称



■ 体育館

・アリーナの拡大
市民利用者や合宿利用者が多種目多用途で
利用できるように

・観客席の増設
市民利用というより稼げる施設に

・シャワールームやロッカールームの確保

■ サッカー場

・サッカー場（サブコート）の増設
大会等を誘致、利用者が多い

・観客席に屋根を設置
応援する際、日陰がない

・クラブハウスの確保

（１）戸倉体育館エリア

■ 県民グランド（野球場）

・ナイター設備
夜間利用を可能に

・観客席を設置
大会等を誘致

・水はけの悪さの改善、外野の芝生化
利用・管理がしやすい施設に

・多目的グラウンドで整備
単一利用に限られるため

■ Ａ・Ｂグランド（多目的グラウンド）

・水はけの悪さの改善、芝生化
利用・管理がしやすい施設に

・多目的性を維持
地区運動会でも使用している

・用途を絞り込んでもよいのでは
・競技の規格にあった規模
現状は形状規模が中途半端

・多目的グランドは１面でもよいのでは

■ テニスコート

・オムニコート巻末14化
利用・管理がしやすい施設に

・白鳥園エリアへの移設
温泉や飲食との連携もできる

・現状の６面を維持
・縮小または廃止を検討

■ インドアコート

・オムニコート化
利用・管理がしやすい施設に

・エリア内の移築
野球の練習、子どものあそび場など異なる
用途でも利用

・異なる施設への転換
屋内プール、ボルダリング、サブアリーナ

・廃止を検討

■ マレットゴルフ

・整備をして残してほしい
・白鳥園エリア・河川敷エリア、市内の別の
場所への移設

・廃止を検討
市内に多くの施設がある

■ その他

・駐車場の拡張
・スポーツ以外での利用
噴水広場、遊具、芝生広場、散策路、カ
フェ、飲食店、商業施設など

・ウォーキング・ジョギング・サイクリング
の拠点

・ニュースポーツ巻末15

スケートボード、ボルダリング、３Ｘ３、
Ｘスポーツ、フットサルなど

本構想で示す３つのエリアの整備のあり方を見出すために、市民アンケートやスポーツ施設利用者

アンケート※、さらには部会でのワークショップ形式での検討を通じて把握した既存施設に対する意

見や、今後の整備の対する意向や方向性をエリアごとに整理しました。

※令和３年９月24日から同年10月24日の間で実施

戸倉体育館エリアでは、利用者の生の声も含め、既存のスポーツ施設における主な課題や要望

を施設ごとに以下に整理しました。

①既存のスポーツ施設に対する意見

エリアごとの整備に対する意向と方向性2.3

第２章 市民のニーズ
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市民が利用
しやすい施設

合宿利用による
地域活性化

スポーツ以外で
訪れ憩える場

・自由にトレーニングできる施設や、気軽にきて運動できるところ

がほしい

・スポーツを楽しむのに快適な環境づくり

・バリアフリーな施設

・たくさんの市民がスポーツに親しめる場所

・市民の健康意識を高める

・スポーツをする人だけでなく、その家族や応援しに来た人々も楽

しめる工夫があるとよい

・あらゆる人にオープンな施設

・各施設の内外で行く売りできる場所や緑地を確保してしてほしい

・憩いの場としても使いたい

・合宿や大会誘致をしやすい施設を整備して、温泉や旅館を利用し

てもらうことで地域の活性化を期待したい

・合宿や大会と千曲市観光とを一体に考えた活用の仕方

・温泉街もふくめて、スポーツに限らずいろいろなイベントを開催

して地域の活性化につなげたい

③戸倉体育館エリアの整備のあり方に対する主な意見と方向性※

②戸倉体育館エリアの整備の方向性に関する意向

写真 第一回スポーツ施設部会での視察の様子 写真 第二回スポーツ施設部会での検討の様子

市民の６割以上は現状機能の見直しを望んで
いる。

※市民アンケートの記述回答からの主な意見の抜粋とそこから読みとれる方向性

〈方向性〉

回答数
（人）

回答率
（％）

現状のスポーツ施設は見直しを図り、ニーズを踏まえた重点的な整

備を考えていくべき
253 33.8%

スポーツ施設よりも、子どもの遊び場や憩いの空間などの整備に力

を入れてほしい
218 29.1%

現状のスポーツ施設の規模や機能は同水準以上で維持すべき 127 17.0%

上記には自分の考えと近いものがない 60 8.0%

パラスポーツなど他市にはないスポーツ拠点としての特色づくりに

力を入れていくべき
58 7.7%

無回答・無効 33 4.4%

戸倉体育館エリアの今後の整備の方向性として近いと思うものを選んでください。（回答数：749）

第２章 市民のニーズ

40



○ニーズを踏まえた魅力ある施設整備

○芝生広場との連続性や機能的な差別化

○河川敷エリアとのつながり

○白鳥園や周囲の温泉施設との連携

子どもの遊び場 飲食や憩いの場
戸倉体育館エリア
からの移転施設

その他

室内
アスレチック

遊園地 休憩施設 スケートボード場 弓道場

プール カフェ テニスコート MTB
（マウンテンバイク）

ドッグラン

噴水広場
フリマーケット

マルシェ
キッチンカー

マレットゴルフ場 ３X３コート 花公園

遊具
野点

（日本庭園の活用）
ゲートボール場

フットサル
コート

多目的トイレ
授乳室

健康遊具 ワーケーション 足湯 ステージ 駐車場

（２）白鳥園エリア

Ⅰ．検討ポイント

Ⅱ．ニーズを踏まえた魅力ある施設として具体的に出された意見

②白鳥園エリアの整備の方向性に関する意向

①未利用地の活用方法に対する意見

白鳥園エリアでは、とくに未利用地の整備のあり方について、以下の検討ポイントを示したう

えで、具体的に出された施設整備に関する主な意見を整理しました。

第２章 市民のニーズ
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白鳥園や芝生広場の集客につながるような整備･活用が重
視されている。

回答数

（人）
回答率
（％）

日常的に人々が集いたくなる芝生広場として整備･活用する

こと
258 34.4%

白鳥園（温泉施設）の集客につながるような整備･活用をす

ること
251 33.5%

新たなスポーツ施設を加えた空間として整備･活用すること 135 18.0%

その他の意見 49 6.5%

無回答・無効 56 7.5%

白鳥園周辺の整備について、何を最も重視するのがよいと思いますか。（回答数：749）

回答数：749

の だ て
巻末16



・誰もが気軽に利用できる場所、やさしい公園

・幼児から高齢者までみんなが思い思いに過ごせる公園

・リフレッシュしたいときにふらりと行けるような場所

・市民が日常的に楽しめる散歩コース

・多世代のさまざまな目的の人たちが自由に集まる場所

・みんなが何となく集うところ

・イベントを企画できたり、日常的に市民が利用できる

・子育て世代にとっては情報交換や休憩の場、高齢者にとっては

ゆったりくつろいだりお互いの体調について話す場所

・温泉、飲食、イベント等で１日中楽しめるような場所

・スポーツをしたり遊んだりして汗をかいたら温泉に立ち寄れるよ

うにする

・地域の特色や環境を活かした場づくり

市民の憩いの場

温泉を活かした
地域活性化

多世代が集い
交流できる場

③白鳥園エリアの整備のあり方に対する主な意見と方向性※

写真 合同部会での検討の様子

写真 第一回まちづくり部会・公園づくり部会合同部会での検討の様子
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※市民アンケートの記述回答からの主な意見の抜粋とそこから読みとれる方向性

〈方向性〉

第２章 市民のニーズ



②河川敷エリアの整備の方向性に関する意向

①河川敷の活用方法に対する意見

○自然環境や地形を活かした河川敷空間の活用方法

○戸倉体育館エリアや白鳥園エリアとのつながり
堤防道路のサイクリング･ウォーキングの専用道化を含めて検討

○自然環境への配慮（野鳥を含めた河川生態系の保全）

○千曲川の洪水への対応力（復旧のしやすい施設など）

アウトドア 河川空間の利用 子どもの遊び場

新たなスポーツ施設

戸倉体育館エリアの
施設移転

コース整備 飲食 その他

BBQ カヌー 水（川）遊び
ウォーキングコース
ジョギングコース

マレットゴルフ場

デイキャンプ
グランピング

渡し舟
（左岸側とをつなぐ）

遊具
（トランポリン、長い
すべり台、迷路など）

花公園 駐車場

スケートボード 釣り 水中迷路
ドライブイン
シアター

花火大会

アーチェリー
弓道

魚のつかみ取り 親水空間 野外音楽堂 ドッグラン

水辺の学び場 水中迷路 グラウンド
生き物のための

環境
芝生広場

Ⅰ．検討ポイント

Ⅱ．河川敷空間の活用方法について具体的に出された意見

河川敷エリアでは、自然環境の特性も踏まえ、以下の検討ポイントを示したうえで、具体的に

出された河川敷空間の活用方法に関する主な意見を整理しました。

第２章 市民のニーズ
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（３）河川敷エリア

河川と親しみながら、レクリエーションを楽しめる整備
が望まれている。

回答数

（人）
回答率
（％）

河川と親しみながらレクリエーションを楽しめる空間として

の整備･活用
367 49.0%

植生や野鳥などの自然環境としてなるべく手を入れずに保全

を重視すべき
144 19.2%

スポーツ施設空間として整備･活用 110 14.7%

その他の意見 78 10.4%

無回答・無効 50 6.7%

河川敷エリアはどのような整備・活用が望ましいと思いますか。（回答数：749）

巻末17



・自然環境を楽しめる場として地域の内外の人が訪れる場所になっ

てほしい

・環境を保全すべきところと、河川でレクリエーションを楽しむと

ころ、両方あるといい

・ゆっくりと川を眺めながら過ごせる場所

・子どもが安全に水遊びでき自然に親しむ

・ウォーキングなどをすることで気分もリフレッシュできるような、

緑のある景観

・千曲川が美しく見え、開放感を感じられる場所

・温泉街などの雰囲気と千曲川が調和した旅情あふれる景観を大切

にしてほしい

・市民が河川敷や堤防でスポーツを楽しんでいるイメージ

・河川に沿った遊歩道で風景や植物に癒されながら歩きたい

・温泉やスポーツをつなげて四季を感じながら歩ける遊歩道

・河川アクティビティを通して対岸とつながる

・ウォーキング･ジョギングコースをエリア間の移動に

川とふれあい
親しめる場

公園とまちを
ひとつにつなぐ

千曲川を活かした
さわやかな景観

写真 合同部会での検討の様子

写真 第一回まちづくり部会・公園づくり部会合同部会での検討の様子
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③河川敷エリアの整備のあり方に対する主な意見と方向性※

※市民アンケートの記述回答からの主な意見の抜粋とそこから読みとれる方向性

〈方向性〉

第２章 市民のニーズ



第３章 基本構想
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対象地の現況や市民のニーズを踏まえて、本構想の根幹となる公園全体コンセプトを以下にように

定めました。また、これに基づく整備によって生み出したい地域の姿を次ページに描きました。

総合運動公園全体のコンセプト3.1

みんなが集い・憩い・楽しめる
コミュニティスポーツパーク

このコンセプトは、市民アンケートやワークショップでいただいた意見等を踏まえ、協議

会での検討を経て決定したものです。以下に示すような思いが込められています。

『みんなが集い・憩い・楽しめる』は、“公園整備によって生み出したい地域の姿”として

次ページに描くシーンの創出をイメージして、スポーツをする･しない、住まいが市内･市外、

性別や年齢、障がいの有無にかかわらず、あらゆる人々を対象に、みんなが集い･憩い･楽し

める場の創造を意図しています。

『コミュニティスポーツパーク』は、この公園が単にスポーツをする場ではなく、多彩な

コミュニティを生み出す場になることを意図しています。コミュニティは地域づくりの核で

あり、地域とスポーツをかけ合わせることで、単にスポーツを盛り上げるだけでなく、新た

なコミュニティの創出やスポーツツーリズムの展開を図り、さまざまな波及効果を地域にも

たらすことによって、まちが、人が元気になっていく、そんな公園づくりを目指す思いが込

められています。

スポーツの捉え方が多様化する今日において、スポーツで「鍛える」「競う」はもちろん、

スポーツに「楽しむ」「親しむ」ことのできる施設整備を通じて、『みんなが集い・憩い・

楽しめる』公園づくりを目指すとともに、スポーツ施設のみならず、公園内の自然環境や周

囲の環境を活かして、健康的に暮らし、多彩なアクティビティができる居心地のよい空間を

生み出すことによって、地域の拠り所となる『コミュニティスポーツパーク』を目指します。

総合運動公園全体のコンセプト
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第３章 基本構想

健康的に暮らす風景

周囲の山々、千曲川の流れ、温泉街など
の織りなす景色のなかでさわやかにス
ポーツに親しむ人々の姿。
訪れた人々に、地域の健やかなライフス
タイルを憧れをもって想起させる風景が
つくり出される。

ふと訪れて、にぎやかに過ごせる時間。
ヒトやモノが行き交い、楽しいコトが生
まれ、思い出がこの場に積み重なってい
く。
地域内外の人々が集い、にぎやかで楽し
い公園が地域を活気づけ、まちを元気に
する。

にぎやかで楽しい時間

日常を彩る憩いの空間

多彩なスポーツ交流・コミュニティ

ひとりで過ごしたり、背中合わせで一息
つく。人々がゆるくつながり、ゆったり
とした時間が流れる。
地域のリビングのような空間がここに生
み出される。

スポーツ大会やイベント、合宿などさま
ざまなかたちで仲間とともに楽しむス
ポーツを通して、多彩な交流を生み出し、
子どもから高齢者、障がい者など地域内
外の多様な人々が新たなコミュニティを
育む。
スポーツがきっかけとなり、まちとつな
がり、地域が盛り上がる。

〈公園整備によって生み出したい地域の姿〉
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「総合運動公園づくりは地域づくり」と銘打つ本構想では、地域における公園の位置づけやエリア

間の関係性を捉えながら、総合運動公園を核に地域が「つながる」構想を以下のように展開します。

（１）地域における総合運動公園の位置づけ

（２）地域が「つながる」４つの構想

①温泉利用とにぎわいでエリア間がつながる

地域とのつながりを考えるうえでまず、一体で総合運動公園を構成する３つのエリアの

つながりが重要になります。戸倉体育館、白鳥園、河川敷の各エリアは、温泉利用という視

点でつながりを考えることができます。スポーツで体を動かして汗をかいたり、公園でたく

さん遊んだ後、白鳥園のお風呂につかり、汗を流してゆったりした時間を過ごす、そうした

人の流れをつくり出すことが一つの理想です。

そのためには、それぞれのエリアの魅力向上はもとより、エリア間を円滑かつ快適につ

なぐ動線の確保が求められます。とくに戸倉体育館と白鳥園の両エリアは、その間にある温

泉施設との連携も図りながら、ウォーカブル巻末18でにぎわいのある街路空間の創出を図るこ

とにより、エリア間のつながりを強めるともとに、白鳥園のみならず地域の温泉施設の利用

増や活性化にもつなげることが期待できます。

②スポーツ×温泉（宿泊）でつながる

次に、整備エリアに近接する戸倉上山田温泉とのつながりに着目します。戸倉上山田温

泉では１日当たり4,000人が宿泊可能とされています。このような大規模な宿泊施設とス

ポーツ施設が近接して位置していることは、この地域の大きな強みです。その強みを活かし、

前面にアピールすることで、長期に滞在するスポーツ合宿や大会開催等による団体利用を呼

び込み、県内外から訪れる総合運動公園の利用者を戸倉上山田温泉の宿泊利用にもつなげる

展開が考えられます。

今後、戸倉上山田温泉のまちづくりも期待されるなかで、スポーツ×温泉を呼び水に、

交流人口の増加やスポーツを通じたコミュニティの形成、さらには観光振興にもつなげて、

地域にさまざまな波及効果をもたらすスポーツツーリズムの創出が期待できます。

冒頭にも示したとおり、本構想に基づく公園整備は、地域づくりの側面を重視しています。

整備といっても、単にそれは施設整備をするだけに留まりません。総合運動公園が、地域の

人々の暮らし、経済、資源をうまく循環させる一つのピース（核）として機能していく、そ

うなることが理想です。

こうした考えを念頭に、地域との密接な関わりを築きながら、ここにしかできない総合運

動公園の整備を目指します。

地域との関わり方として、戸倉体育館、白鳥園、河川敷の各エリアと地域が「つながる」

４つの構想を以下に示します。

総合運動公園を核にした地域が「つながる」構想3.2

③「歩きたい！走りたい！」で地域がつながる

３つ目に、市民が高い関心をもつウォーキングやランニングによる地域とのつながり

を考えます。千曲川の河川軸上に開けた良好な風景を活かして、千曲川沿いに位置する

総合運動公園や戸倉上山田温泉、新戸倉温泉などをウォーカブルな動線でつなぎ、市民

の健康増進にも寄与する地域づくりの展開が考えられます。
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図 ４つの「つながる」地域構想のイメージ

総合運動公園の整備に併せて、公園を拠点にした、歩行者や自転車が安全かつ快適に通

行できる連続的な動線を確保することや千曲市を南北に通る千曲川サイクリングロードに

よって多くの住民が市内各所で日常的にスポーツに親しむ健康的な暮らしの創出が期待され

ます。

④公園等と機能や風景で市全体がつながる

最後に、市内外の公園やスポーツ施設との機能や風景でのつながりです。総合運動公園

の対岸に戸倉千曲川緑地公園、萬葉の里スポーツエリアがあり、北側には大西緑地公園、中

学校の体育館、さらにその先には、複数の河川敷グラウンドや更埴中央公園、ことぶきア

リーナ千曲など、千曲川の河川敷や幹線道路沿いに複数の公園やスポーツ施設が連続的に立

地しています。これらの公園･施設と有機的な連携を図ることにより、総合運動公園との機

能分担や一体的な利用も考えることができます。

こうした多彩な利用展開により、スポーツに親しむを風景が市全体に広がり、みんなが

集い･憩い･楽しめるコミュニティスポーツの都市（まち）としての一体感の醸成や、スポー

ツを通じた来訪者の増加とこれに伴う経済波及効果が期待されます。

第３章 基本構想

①温泉利用とにぎわいでエリア間がつながる

②スポーツ×温泉（宿泊）で対岸同士がつながる

③「歩きたい！走りたい！」で地域がつながる

④公園等と機能や風景で市全体がつながる

戸倉体育館エリア

白鳥園エリア

河川敷エリア
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（１）エリアコンセプト

市内外から多くの人に愛され、親しまれる、憩いのスポーツ交流拠点

全市的な視点や敷地条件、ニーズ等を総合的に踏まえた機能整理方針１

中長期を見据えた、持続可能で質の高い施設整備方針３

（２）エリアの整備方針

多目的性･多機能性を重視した施設整備方針２

多様なスポーツへの市民の関心や、スポーツ合宿･大会あるいはスポーツ以外の

さまざまな利用への対応、子どもの遊び場など多様なニーズも踏まえて、多機能

で多目的に使える方向性を重視した施設整備を図ります。

今後の整備や重要性の高いスポーツ施設の機能強化を図る一方、一部のスポーツ

施設は他のエリアや市内の別の場所への機能移転を図ります。

各スポーツ施設の現状における利用や今後の施設改修の予定等も踏まえ、中長期

を見据えて段階的に質の高い施設整備を図ります。

（３）エリアのゾーニング

エリア別の整備構想では、公園全体のコンセプトや地域が「つながる」構想を念頭に、各エリアの

特性も踏まえてコンセプトを定め、ゾーニングをし、ゾーンごとの施設整備方針を設定しました。

3.3.1  戸倉体育館エリア

3.3

共有ゾーン

屋内スポーツゾーン

屋外スポーツゾーン

河川敷エリア

延伸整備される都市計画道路千曲線
からアプローチ ※道路線形はイメージ

周囲との一体感を感じる、河
川敷や対岸への眺めの確保

河川敷エリアとの機能的･
空間的なつながり（堤防道
路横断の安全性）の確保

将来的に拡張検討の余地がある民
有地まで敷地範囲として捉えると、
施設の規模･機能の拡張や他の施
設の導入等の可能性はより広がる

エリア別の整備構想

スポーツの拠点として、屋内外の基本的なスポーツ施設･機能の配置を優先して行いつつ、
緑や憩いの空間を確保し、周囲とのつながりにも配慮したゾーニングとします。各ゾーンの
位置づけとゾーン内の施設整備方針は次ページに示します。
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白鳥園エリアや新戸
倉温泉との連携

第３章 基本構想

図 戸倉体育館エリアのゾーニング
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（４）基本計画策定に向けての検討方針

ゾーンの位置づけ 施設整備方針

屋
内
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

各種屋内スポーツの日常的
な市民利用の他、合宿利用
や大会利用、イベント利用
など多様な利用を想定した
屋内体育施設を新たに配置
するゾーン

・戸倉体育館の現有機能を引き継ぎ、武道場やトレーニングルーム等も備
えた複合型の屋内体育施設（体育館）への建て替えを想定する。

・ニーズの高いスポーツの大会開催や合宿利用、観覧利用のしやすい規
模･機能を確保する。

・「自立型の公共施設」として収益性の確保も重視し、民間活力の導入も
視野に官民連携した効率的な運営のあり方も模索する。

・災害時の一時避難場所及び支援物資集積所等の防災拠点としての機能導
入を図る。

〈想定する体育館のおおむねの規模感〉
フロア面積：ハンドボールコート２面分程度（１面：40ｍ×20ｍ）
観覧席：あり

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

野球とフットボール巻末19の
利用を中心に、ニーズに応
じて多目的に使用できる屋
外運動場を配置するゾーン

・野球場やフットボール場等を複数面同時に使用できる規模･機能を確保
し、多目的な利用に対応できる屋外運動場（グラウンド）を想定する。

・多目的な競技、レクリエーションなど参加者及び来訪者が観覧できる機
能を検討する。

・既存のサッカー場は現位置で残し、テニスコート、マレットゴルフ場、
インドアコートは廃止又はエリア外への移設を図る。

・災害時、救急時のヘリポート及び応急仮設住宅建設用地としての利用も
想定する。

〈想定されるグラウンドの種類〉
案①：全面多目的グラウンド（適宜観覧席を確保）
案②：観覧席付きの野球場とフットボールコート１面分の多目的グラウンド

共
有
ゾ
ー
ン

必要な駐車スペースを確保
するとともに、ゾーン間の
接続機能や周辺住宅街との
緩衝帯機能を有する多目的
なオープンスペースとして
活用を図るゾーン

・上記２つのゾーンに配置する施設の規模･機能に応じた駐車スペースを
確保するとともに、歩行者と車の安全かつ円滑な動線を確保する。

〈その他必要と思われる施設･機能〉
・子どもの遊び場や市民の憩いの空間
・エリア内で安全･快適にウォーキングやランニングを楽しめる動線
・木陰をつくる植栽や駐車場緑化など緑の機能の効果的な導入による夏場の暑さ

低減や防災機能の強化

第３章 基本構想

①敷地拡張の検討
北側に隣接する敷地への拡張が可能であれば、導入できる施設の種類や規模･機能の可

能性が広がります。これにより、現状では他の場所への移設を想定しているテニスコー
トやマレットゴルフ場もエリア内に確保できる可能性もあり、今後計画内容を具体化し
ていくためには敷地拡張の有無についての早期検討が求められます。

②関連する事業や行事などを踏まえた整備計画の作成
戸倉体育館は令和10年の国民スポーツ大会の候補会場に選定されており、戸倉体育館

の現位置部分の整備は、国民スポーツ大会開催後に体育館の解体を経てからの着手とな
ります。また、中長期の整備を見据えるなかでは、他エリアの整備計画との調整やアク
セス道路を含む周辺の整備の計画検討も必要です。

③民間活力の導入
収益性を見込めるような施設の導入を図るうえでは、管理運営の委託候補となりえる

民間事業者に対する計画検討段階からの意見聴取や参画のアプローチを検討します。

④総合的な視点での既存施設の整備方針の整理
今後、整備する施設の種類、規模･機能については総合的な視点での検討が必要になり

ます。将来的な市勢や市内外のニーズも見据え、全市的なスポーツ施設の管理や広域的
な視点での検討など適切な手順を踏んだうえで基本計画の策定を行う必要があります。

表 戸倉体育館エリアの各ゾーンの位置づけと施設整備方針



多世代が集い交流し、心も体もあたたまる憩いの庭

多目的広場ゾーン
（事業進行中）

ガーデン＆スパ
ゾーン

白鳥園
創造館

魅力創出ゾーン
（基本構想での検討対象）

（１）エリアコンセプト

（２）エリアの整備方針

（３）エリアのゾーニング

創造館との連携

都市計画道路千曲線からの
アクセス動線の強化

3.3.2 白鳥園エリア
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既設の白鳥園や事業進行中の多目的広場を活かし、本構想で検討対象とする未利用地
を魅力創出ゾーンとして、エリア全体が公園空間であり憩いの場となるようなゾーニン
グとします。各ゾーンの位置づけとゾーン内の施設整備方針は次ページに示します。

河川敷エリアとの機能的･
空間的なつながり（堤防道
路横断の安全性）の確保

戸倉体育館エリアや
新戸倉温泉との連携

河川敷エリア

将来的に拡張検討の余地がある民
有地まで敷地範囲として捉えると、
施設の規模･機能の拡張や他の施
設の導入等の可能性はより広がる

白鳥園や周辺部の機能及び魅力を引き出す空間活用

白鳥園（温泉施設や飲食スペースなど）の機能や多目的広場、河川敷など既存の

施設や周辺部の魅力を最大限に引き出し、一帯が有機的につながる空間活用を図り

ます。

方針１

公園全体の機能を補完･強化する施設整備

他のエリアで必要性がありながらも再整備困難な既存施設や、そのエリアでは担

保しきれない機能を補完する施設の整備を図ります。

方針２

多くの人々が滞在して楽しめる特色ある施設整備

他にはない特色のある施設整備により、できるだけ多くの人が集い、滞在して楽

しめる施設導入を図ります。

方針３

第３章 基本構想

図 白鳥園エリアのゾーニング



ゾーンの位置づけ 施設整備方針

魅
力
創
出
ゾ
ー
ン

民間と協働での施設整備に
よって、エリア全体の魅力
増大を図るゾーン

・白鳥園の利用増につなげられる集客性を有する施設整備を
想定する。

・白鳥園のほか、創造館など既存の施設や隣接する芝生広場、
河川敷ゾーンとも有機的につながる施設を検討する。

・具体的な施設の内容は、計画段階からの参入を希望する民
間事業者との対話を通じて検討する。

多
目
的
広
場
ゾ
ー
ン

芝生広場を中心とした公園
であり、市民の憩いの場と
して多目的に利用できる
ゾーン

・芝生広場や協働の森、遊びのゾーンなど多目的に利用でき
るオープンスペースとして、市民のリビング（居心地のよ
い居場所）となるような整備を令和５年度から実施する。

・キッチンカーや露店などが入り、人々の集うイベントを日
常的に開催できる場づくりを想定する。

ガ
ー
デ
ン
＆
ス
パ

ゾ
ー
ン

エリア全体の核である日帰
り入浴施設「白鳥園」があ
り、周囲を彩る市民ガーデ
ンが来訪者を迎え入れる
ゾーン

・既存の施設内の空間や設備、駐車場の機能を最大限に活用
して、集客力の向上を図る。

・花壇づくりや植栽管理など、市民と協働の取組を活かして、
花や緑にあふれる場づくりを継続していく。

（４）民間活力の導入に向けての検討方針

現段階では
具体的な施設を配置した整備パ

ターンをもとに部会で意見を出し
合い、エリアコンセプトや施設整
備方針等が整理されている。

早い段階から
民間事業者との対話を通じて、

条件に見合う事業者とのマッチン
グや選定を行い、導入施設の具体
的な検討や管理運営のあり方につ
いても検討を進めていく。

総合運動公園全体での民間活力の導入を念頭に置きながら、まずは先行して多目的広
場の整備が進む白鳥園エリアにおいて、既存施設の機能や空間も最大限に活かし、未利
用地をはじめこのエリア全体をより楽しく、魅力的にできる施設整備や持続可能な管理･
運営を行うための民間活力の導入を早い段階から進めていく必要があります。

第３章 基本構想
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表 白鳥園エリアの各ゾーンの位置づけと施設整備方針



河川敷活用エリア

かわを感じる・かわと親しむ・かわを楽しむ地域の縁側

エリア全体でかわまちづくり支援制度の活用を想定した、ハード整備による環境誘導を図
りつつ、現況の自然地形を活かすことを重視したゾーニングとします。各ゾーンの位置づけ
とゾーン内の施設整備方針は次ページに示します。

（１）エリアコンセプト

（２）エリア整備方針

（３）エリアのゾーニング

レクリエーション
ゾーン

萬葉の里
スポーツエリア

対岸のスポーツ施設との
連携（両岸でスポーツに
親しむ風景の創出）

3.3.3 河川敷エリア
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水害リスクを考慮した施設整備

水害に対する改修負担や機能不全リスクを考慮し、代替･一時的な利用停止可能な

施設の整備を図ります。

方針１

川の流れや地形を活かし、自然環境と共生できる空間活用

河川の生態系保全も重要視し、河川断面や流路を考慮した空間活用で、自然環境

との共生を図ります。

方針２

河川空間の魅力を引き出し、水辺とまちがつながる空間創造

河川空間の特性や魅力を引き出し、人々を誘い、エリア間さらには水辺とまちが

有機的につながる空間の創造を図ります。

方針３

戸倉体育館エリアとの
つながり

住民が川を身近に感
じられる場の提供や
動線の確保

白鳥園エリアとの
つながり

河川アクティビティ
での対岸との連携

第３章 基本構想

図 河川敷エリアのゾーニング



（４）河川敷エリアの整備に向けての検討方針

河川敷エリアの整備に向けては、かわまちづ

くり支援制度の活用を検討しています。

「かわまちづくり」とは、河川空間とまち空

間が融合した良好な空間形成を目指す取組のこ

とで、河川敷エリアではこの制度を活用して、

千曲市と民間事業者及び地元住民、河川管理者

らの連携のもとに、千曲川とそれにつながる地

域の活性化を目指す方針です。

まずは、かわまちづくりの機運づくりと体制

づくりを進め、ハード･ソフトの両面から地域に

とって価値のあるエリア活用のあり方を具体化

し、この計画に基づく整備を進めていきます。

なお体制については、民間事業者が運営主体

となることも想定しつつ、行政機関や関係団体

らで構成する協議会等の早期設置を図ります。

ゾーンの位置づけ 施設整備方針

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

河川敷の安定した台地を活用
して、スポーツを楽しめる
ゾーン

・ウォーキングやランニングコース、オフロードの自転車コー
ス、エクストリームスポーツ巻末20など自然地形を活かした
スポーツ空間の整備を想定する。

・ドッグランやテニスコート、臨時駐車場など、ニーズに応じ
た施設整備や空間確保も検討する。

自
然
保
全
ゾ
ー
ン

河川敷らしい植生や生態系の
保全を主としつつ、自然を感
じ、楽しめるゾーン

・自然とのふれあいや自然観察のできる場として想定する。
・自然環境に配慮しながら、スポーツゾーンとも連続性を有す

るウォーキングコースやランニングコースの整備を検討する。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン

河川敷のさわやかな景色とレ
クリエーションを楽しめる
ゾーン

・河川に開けたオープンスペースとして、川を感じながらキャ
ンプやグランピングなどを安全に楽しめる場を確保する。

・施設整備に際しては、民間活力の導入を視野に、白鳥園ゾー
ンや戸倉体育館ゾーンの機能とも連携しながら運営できる手
法を検討する。

河
川
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ

ゾ
ー
ン

河川をフィールドとしたアク
テビティの場として千曲川と
触れ合えるゾーン

・気軽に川辺まで行ける動線を確保し、川と触れ合えるアク
ティビティの創出を図る。

・既存の取組や対岸との連携を図りながら、カヌーやサップ、
釣りなどを楽しめる場を想定する。

第３章 基本構想
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（仮称）

戸倉上山田地区かわまちづくり
推進協議会

構成（案）

行
政
機
関

・国土交通省千曲川河川事務所
・長野県長野地域振興局
・長野県千曲建設事務所
・千曲市

関
連
団
体

・信州千曲観光局
・戸倉上山田商工会
・千曲商工会議所
・更埴漁業組合
・戸倉上山田温泉旅館組合連合会
・千曲市スポーツ協会

・自転車利用団体
・河川利用団体

・管理運営を行う候補事業者

表 体制づくりの例

表 河川敷の各ゾーンの位置づけと施設整備方針
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白鳥園
エリア

戸倉体育館
エリア

河川敷
エリア

前章で示した基本構想に基づく総合運動公園の整備効果を最大限に発揮させるためには、計画段階

から、より多くの住民を巻き込み、地域にいまある資源や施設、取組や活動を活かして、以下に示す

ような取組の推進を図ります。

総合運動公園の整備とともに推進する取組4.1

取組１ 地域をウォーカブルにつなぐ道づくり

取組２ スポーツ交流を「核」にした地域づくり

ランニングやウォーキング、さらに

はサイクリングのニーズが高まりつつ

あるなかで、公園整備に併せて、地域

をウォーカブルにつなぐ道づくりを推

進します。

都市計画道路千曲線の国道18号まで

の延伸整備など南北幹線道路の強化に

併せて、千曲川両岸の堤防道路の歩行

者･自転車専用化や自動車動線とのす

み分けなど新たな道路の活用方法を見

出すことで、３つのエリアをウォーカ

ブルにつなぎます。

これによりエリア間の機能連携の強

化が図られるとともに、大正橋･万葉

橋の歩道と連続させて、程よい距離

（延長：約2.6km）の周回コースが形

成されます。これにさらに、長野･上

田間を結ぶ一般県道上田千曲長野自転

車道（千曲川サイクリング道路）を接

続させることで、総合運動公園をハブ

（拠点）にしたウォーク＆ラン＆サイ

クリングの広域的なネットワークが構

築され、「歩きたくなる！走りたくな

る！まち」として、市民の健康増進は

もとより、本市の価値向上や地域への

さまざまな経済波及効果の創出につな

げることも期待されます。

スポーツを目的にした来訪や滞在で交流人口の増加を図ること、とくにプロスポーツの試合や

合宿等の積極的な誘致は、地域経済やコミュニティの活性化の有効な手段の一つとなります。

すでにこの地域には一定の合宿利用や大会開催の実績やニーズがあるなかで、日4,000人の収

容能力を有する戸倉上山田温泉の宿泊機能を最大限に活かし、スポーツ交流を「核」にした地域

づくりを推進します。

現在、スポーツコミッション巻末21の結成を契機にスポーツを通じた交流促進や大会･合宿の誘

致により地域の活性化を図る取組は全国各地で進められています。そうした事例も参考に、この

地域でも次ページの図に示すような体制づくりが考えられます。スポーツの大会開催地や合宿地

図 ウォーク＆ラン＆サイクリングで
地域をつなぐネットワークイメージ

ウォーク＆ラン＆サイクリングロード

総合運動公園を基点にしたウォーカブ
ルな周回コース
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取組３ 地域主体の取組による公園との関わりづくり

総合運動公園は、市民の憩いの庭として、誰もが気軽に訪れ、安心して過ごせるインクルーシ

ブ巻末22な環境を整えるとともに、本構想に基づく再整備の計画段階から、住民主体の多彩な活動

やイベント開催等を通じて、より多く人々が公園を使い、訪れ、愛着を深められるような地域と

の関わりづくりを推進します。

とくに白鳥園エリアでは、すでに住民主体で敷地内の花壇づくりや維持管理活動が行われてお

り、地域のお祭りやコンサート、小学生向けの学習会などさまざまなイベントも行われてきまし

た。こうした既存の取組の継続が求められる一方で、新たに整備される芝生広場を活かして、

キッチンカーなどの仮設店舗を出店してこれまでにないにぎわいを生み出すイベントを開催した

り、地域主体で公園の多様な使い方やイベントを発案･企画し、気軽に実践できるような仕組み

づくり、さらにはまだ十分具体化していない南側の未利用地の整備内容や使い方を考えるワーク

ショップの開催など、整備の前段階から公園づくりに関わり、公園を訪れてもらうための仕掛け

づくりも重要になります。

また河川敷エリアでも、かわまちづくり支援制度の活用を見据えるなかで、ハード的な整備に

先立ち、まずは活用主体となる人材の発掘や体制づくりを進めていく必要があります。隣接する

白鳥園エリアや対岸の河川敷、さらには広域的に河川でつながる場所や地域との連携を図り、民

間活力の導入を視野に入れながら、かわを感じ、かわと親み、かわを楽しめる環境づくりの具体

化が求められます。

上記のほか戸倉体育館エリアも含め、本構想の策定を契機に、公園と地域が積極的に関わる住

民主体の取組のサポートの充実や公園利用の促進を図り、次世代を担う子どもたちを地域で育て

る意識をみんなで共有して、イベントや日常で楽しめる場をつくり、イベントが日常に、日常が

イベントになって、市民の拠り所にも観光資源にもなるような総合運動公園を地域と行政、民間

事業者、そして３エリアが連携してつくり上げていくことが求められます。
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千曲市

ボラン
ティア

相互理解

目的の共有

情報共有

地域における滞在･交流機能の強化項目体制イメージ

地域全体で
スポーツ利用目的の
来訪者を受け入れる
基盤･体制を整える

図 スポーツツーリズムを推進するための体制づくりのイメージ

信州千曲観光局

スポーツ団体

地元交通業者

戸倉上山田温泉
旅館連合組合

トレーニング
環境

移動手段
周辺観光

交流

スポーツ施設 宿泊

サポート
人材

として選ばれるためには、スポーツ施設や宿泊機能の他に、それらの利用をサポートする人材の

確保や体制の構築、トレーニング環境や移動手段の充実、さらには周辺観光につなげたり、地域

との交流を深める取組も求められます。

総合運動公園の整備に合わせ、市民利用とも共存させて、地域全体でこのようなスポーツ利用

目的の来訪者を受け入れる基盤･体制を整えることにより、地域内外からスポーツをする人･みる

人を呼び込み、居心地よく滞在できるまちとしての魅力を高めるとともに、人を育む魅力のある

地域を形成し、人々がつながる活気あるまちづくりへの展開が期待されます。



中長期
（10年後以降）

短期
（おおむね5～10年以内）

戸倉体育館
エリア

白鳥園エリア

河川敷エリア

関連する
道路整備

構想実現までのプロセス4.2

●都市計画道路千曲線の整備

●用地取得（順次）

●屋外スポーツゾーン一次整備

●屋内スポーツゾーン整備

●屋外スポーツゾーン
二次整備

かわまちづくり計画→基本設計→実施設計→整備着手

●多目的広場ゾーンの整備

●整備エリア周辺の市道等アクセス道路の整備

●
ガーデン＆スパゾーンや多目的広場ゾーン
の活用検討･促進

●民間事業者との対話
（サウンディング）

●事業者選定

●整備計画への参画

基本計画→ 基本設計→ 実施設計→ 整備着手

既存施設の整備方針の整理 → 基本計画→ 基本設計→ 実施設計→ 整備着手

本構想に基づく総合運動公園は、長期を見据えた整備となります。短期と中長期に分けて、エ

リアごと以下に示すおおまかなスケジュールに沿って、関連する事業とも足並みを揃え、必要な

調整を図りながら、段階的に進めていきます。

●民間事業者
との対話

（サウンディング）

●事業者選定 ●整備計画への参画

●協議会等の立ち上げ

●事業実施（民間事業者）
・整備中も関連の取組などに積極的に関与
・施設整備後本格的に事業開始

河川や河川敷の整備･活用について意見交換する場を定期的に設置

・全市的な観点から各施設の適切な
規模･機能を整理

●民間事業者との対話
（サウンディング）

●事業者選定

●整備計画への参画

（１）整備スケジュール

〈魅力創出ゾーン〉

●事業実施（民間事業者）

●事業実施（民間事業者）
・整備中も関連の取組などに積極的に関与
・施設整備後本格的に事業開始

基本構想

第４章 構想実現に向けて
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交流人口

地域住民 市民

千曲市
総合運動公園

戸倉体育館
エリア

白鳥園
エリア

河川敷
エリア

取組１

地域をウォーカブル
につなぐ道づくり

取組２

スポーツ交流を
「核」にした地域づ

くり

取組３

地域主体の取組
による公園との
関わりづくり

魅力アップ！

また来たい！
住みたい！

いきいき！
たのしい！

スポーツ交流の
盛んなまち

みんなでつくるまち

歩きたくなる、
走りたくなるまち

図 総合運動公園の整備に合わせた取組･効果の展開イメージ

第４章 構想実現に向けて
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３つのエリアを核にした総合運動公園の段階的な整備を通じて、エリア間の相互連携を図りな

がら、地域に新たなコミュニティを育み、交流人口を呼び込み、地域全体の魅力を高めて、経済

波及効果や愛着形成につながる取組の推進と発展の好循環を生み出し、「誰もが集い・憩い・楽

しめる」地域づくりへの展開を目指します。

（２）整備に合わせた取組･効果の展開イメージ

「誰もが集い・憩い・楽しめる」地域･まちづくり



用語解説

番
号

用 語
→出現ページ

解 説

1
ランドマーク
→ｐ7、8

その地域を特徴づけ、目印となるもの。

2
スポーツツーリズム
→ｐ10、17、46、48、59

スポーツを「観る（観戦）」「する（楽しむ）」ための移動だけでなく周
辺の観光要素やスポーツを「支える」人々との交流や地域連携も付加した
旅行スタイルのこと。

3
ウェルビーイング
→ｐ12

個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態
にあることを意味する概念。

4
パラスポーツ
→ｐ12

広く障がい者スポーツを表す言葉。

5
ゼロカーボン
→ｐ12

温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させることを意味する。令和２年10
月、政府は令和32年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、
カーボンニュートラルを目指すことを宣言している。

6
サウンディング型市場調査
→ｐ17

民間事業者との意見交換等を通し、事業に対してさまざまなアイデアや意
見を把握する調査。

7
千曲川サイクリングロード
→ｐ17、21、49

上田市を起点とし、長野市へ通じる全長23.4kmの一般県道上田千曲長野自
転車道線のこと。

8
精進落とし
→ｐ20

寺社巡礼・祭礼・神事など、精進潔斎が必要な行事が終わった後に、肉･
酒の摂取等を再開したりすること。

9
サイクルツーリズム
→ｐ21

自転車を活用した観光のことで、自転車に乗ること（ツーリング）を目的
とするものや旅行やレジャーが主な目的とした過程で自転車を利用するも
の等がある。

10
ワーケーション
→ｐ21、41

「ワーク」（労働）と「バケーション」（休暇）を組み合わせた造語。観
光地やリゾート地でテレワーク（リモートワーク）を活用し、働きながら
休暇をとる過ごし方。

11
ポタリング
→ｐ21

目的地をとくに定めることなく自転車で散歩するようにゆったり走ること
を意味する。

12
リバーサップ
→ｐ21

川で行う、スタンドアップパドルのこと。3ｍを超える大きなボードに
立った状態で乗り、1本のパドルを使って水面を漕ぎ進むスポーツ。近年、
人気が上がってきているスポーツのひとつ。

13
釣ーリズム
→ｐ21

「釣り」と「観光」をセット提案する「釣ーリズム信州」。長野県では
「釣ーリズム信州推進事業」として、特色ある釣り場づくりを通じて地域
の活性化を図る取組を進めている。

14
オムニコート
→ｐ39

「砂入り人工芝コート」の商品名。昭和58年に住友ゴム工業がカナダのテ
クシン社から技術を導入して製造・販売を開始している。

15
ニュースポーツ
→ｐ39

20世紀後半以降に新しく考案・紹介されたスポーツ群をいう。一般に、勝
敗にこだわらずレクリエーションの一環として気軽に楽しむことを主眼と
した身体運動を指す。

16
野点
→ｐ41

野外でたてる茶の湯のこと。

17
グランピング
→ｐ43、55

グラマラス（魅惑的な）とキャンピングを掛け合わせた造語で、テント設
営や食事の準備などの煩わしさから旅行者を解放した「良い所取りの自然
体験」に与えられた名称。
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番
号

用 語
→出現ページ

解 説

18
ウォーカブル
→ｐ48、58、61

街路空間を車中心から”人中心”の空間へと再構築し、沿道と路上を一体
的に使って、人々が集い憩い多様な活動を繰り広げられる場へとしていく
取組やその空間のこと。

19
フットボール
→ｐ51

サッカーやラグビー、それにアメリカンフットボールに代表される、ス
ティックなど他の器具を使わず、ボールをゴールに持ち込む競技の総称。

20
エクストリームスポーツ
→ｐ55

アクロバティックな動きを醍醐味とする競技群。その種類はスケートボー
ドや自転車競技、クライミングやダイビングなどその他さまざまなアク
ティビティまで多岐にわたる。

21
スポーツコミッション
→ｐ58、61

スポーツ大会やイベント、合宿の誘致、スポーツを通じた交流促進等によ
る地域活性化と市外からの誘客を目指す官民一体型の専門組織。地域にお
けるスポーツ振興、スポーツツーリズム推進に取組む。

22
インクルーシブ
→ｐ59

「包括的、物事の全体を包み込む」の意。「仲間外れにしない」「みんな
いっしょに」という意味で使用される。
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